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５０
人
を
超
え
る
応
募
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
参
加
す
る
１５
人
の
児
童
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

　
夏
休
み
に
３
回
の
学
習
会
を
実
施
、

台
風
の
影
響
で
１
泊
２
日
に
行
程
を

変
更
し
て
、
遠
野
市
へ
。 

●
１
日
目 

　
８
月
２５
日（
日
）
晴
れ 

　
皆
様
の
お
見

送
り
の
も
と
、

遠
野
へ
の
出
発

式
を
行
い
ま
し

た
。 

　
団
長
の
　
橋

教
育
長
、
尾
　

町
長
か
ら
の
お

言
葉
の
後
、
子

ど
も
た
ち
の
代

表
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。 

   

　
初
め
て
飛
行
機
に
乗
る
子
も
多
く
、

少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
飛
行
機
の
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
離
陸
の
瞬
間
、
機
体
が
ふ
わ
っ
と

浮
き
、
思
わ
ず
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
飛
行
機
の
中
か
ら
見
え
る
空
港
、

空
、
雲
。
初
め
て
見
る
世
界
で
す
。 

　
そ
し
て
、
昼
過
ぎ
に
花
巻
空
港
に

無
事
到
着
。
空
港
に
は
、
遠
野
市
教

育
委
員
会
の
方
が
お
出
迎
え
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。 

                    

　
夕
食
の
後
は
、
明
日
の
発
表
練
習

を
し
て
お
風
呂
に
入
り
、
部
屋
で 

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
し
た
。 

●
２
日
目 

　
８
月
２６
日（
月
）
晴
れ 

　
朝
食
の
あ
と
は
遠
野
市
役
所
へ
向

か
い
、
遠
野
市
と
福
崎
町
と
の
友
好

都
市
共
同
宣
言
調
印
１０
周
年
記
念
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
代
表
あ
い
さ
つ
も

大
変
立
派
で
、
そ
の
場
に
い
る
人
た

ち
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

              

土
淵
小
学
校
と
の
交
流 

　
土
淵
小
の
体
育
館
に
、
１
〜
６
年

生
の
子
ど
も
た
ち
全
員
が
集
ま
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

            

　
１５
人
で
役
割
を
分
担
し
て
、
福
崎

町
の
概
要
、
町
内
４
小
学
校
、
観
光

地
、
祭
り
、
妖
怪
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。
関
西
風
の
お
笑
い
ネ
タ
も
取

り
入
れ
ま
し
た
。 

　
土
淵
小
か
ら
は
『
遠
野
物
語
』
が

う
ま
れ
た
き
っ
か
け
や
柳
田
國
男
・

佐
々
木
喜
善
　
両
先
生
の
出
会
い
な

ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

遠
野
の
昔
言
葉
で
伝
承
話
の
披
露
が

あ
り
、
そ
の
上
手
さ
に
驚
き
ま
し
た
。 

カ
ッ
パ
淵 

           

伝
承
園 

            

　
飛
行
機
の
遅
れ
に
よ
り
、
福
崎
町

へ
の
到
着
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
出
迎
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
実
に
貴
重
な
２
日
間
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ー 

完 

ー 

や
る
き
！ 

ゆ
う
き
！ 

げ
ん
き
！ 

ふ
く
さ
き
！ 

　
力
強
く
出
発
し
ま
し
た
。 

遠野市博物館で、学芸員の方からわ　 
かりやすく説明していただきました。 

「やるき！ゆうき！げんき！ふくさき！」 
をテーマに発表しました。 

昼食はわんこ蕎麦。 
２４杯完食！ 

式典では、子どもたち一人ひとりが 
自己紹介をしました。 

カッパを釣るコツは、カッパがいることを 
信じることと、釣れるまで待つこと。。。 

語り部さんの話を聞きました。　　　　 
お話の世界にみんな引き込まれました。 

遠
野
市
児
童
交
流
事
業 

〜
１５
人
の 

　
　
遠
野
市
訪
問
団
〜 

訪
問
記 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
平
成
２６
年
８
月
２３
日
の
調

印
式
か
ら
１０
年
。
ふ
た
た
び

遠
野
の
地
で
友
好
の
絆
を
深

め
ま
し
た
。 

　
多
田
一
彦
遠
野
市
長
と
尾

　
　
晴
福
崎
町
長
は
そ
れ
ぞ

れ
、
今
後
ま
す
ま
す
末
永
く
、

遠
野
市
と
福
崎
町
と
の
友
好

の
輪
が
大
き
く
広
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
、
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
１０
周
年
の
交

流
を
記
念
し
て
、
福
崎
町
産

の
も
ち
麦
を
使
用
し
、
遠
野

市
産
の
ホ
ッ
プ
で
香
り
付
け

を
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を

上
閉
伊
酒
造
株
式
会
社
（
遠

野
市
）
が
製
造
し
ま
す
。
両

市
町
の
特
産
品
を
詰
め
込
ん

だ
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
、
１０

月
２６
日（
土
）に
福
崎
町
で
開

催
さ
れ
る
「
福
崎
秋
ま
つ
り
」

の
会
場
で
お
披
露
目
し
ま
す
。 

　
町
内
４
つ
の
小
学
校
か
ら

集
ま
っ
た
遠
野
市
訪
問
団
の

１５
人
の
児
童
は
、
柳
田
國
男

先
生
と
も
つ
な
が
り
の
深
い

遠
野
市
で
、
『
遠
野
物
語
』

や
佐
々
木
喜
善
先
生
の
こ
と

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
学
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
を
機

に
友
情
も
芽
生
え
、
忘
れ
ら

れ
な
い
夏
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
　
　 

・
内
線
２
２
１
） 

か
み
へ
い

 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１０月１９日～１１月６日） 
月 

１０ 

１０ 

１１ 

日 

１９ 

２６ 

６ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会「おしりたんてい  ププッ 
 かいとうねらわれたはなよめ  後編」 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆１１月７日（第１木曜日）資料整理のため休館 

土 

３ 

　河童のガジロウの
生誕１０周年を記念す
るとともに、広くＰ
Ｒを行うために初め
て漫才頂上決戦「Ｍ
－１グランプリ」に
挑戦しました。９月
１８日に大阪心斎橋で開催された１回戦を見事突破し
ました。　　問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

　小倉区自治会では、
一般財団法人自治総
合センターの宝くじ
社会貢献広報事業「コ
ミュニティ助成事業」
を活用し、災害発生時に備えるために防災倉庫を設
置し、防災対策備品を整備しました。 
　今後自主防災活動を活発なものとするため役立て
ていきます。　　　　　　　　　　　（企画財政課） 

宝くじの社会貢献広報事業 
小倉区自治会が防災倉庫を設置 

あ
な
た

に夢
を。
宝くじ 街に元

気
を
。

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊 
「地面師たち」　新庄　耕／著 
「雷龍楼の殺人」　新名　智／著 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランテ
ィアの活動予定（１０／１９ ～１１／１８）をお知らせし
ます。ぜひボランティア活動にご参加ください。 
福崎町ココロンクラブ 
　１０月１９日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　１０月３０日（水）９：００～　元ＪＡ八千種花壇 
　１１月６日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

老人大学祭記念公演 
「昭和の歌謡、昭和のpopsをあなたに」 
日時　１１月１０日（日）１３：２０～１５：００ 
場所　エルデホール 
出演　松坂えりこ＆JazzyNight

サルビアセミナー（公開講座） 
日時　１１月８日（金）１３：３０～１５：００ 
場所　エルデホール 
演題　「なつかしの歌でリフレッシュと脳トレ」 
講師　日本音楽療法学会認定音楽療法士　井垣美奈さん 

文化センター行事予定（10/15～11/14） 

園　芸　部 
１０月１７日（木） 

１０：００～１２：００ 
１０：００～１２：００ 

① ９:００～１２:００ 
②１２:００～１５:００ 

② ９:００～１２:００ 
①１２:００～１５:００ 

② ９:００～１２:００ 
①１２:００～１５:００ 

１０：００～１２：００ １０：００～１２：００ 
１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 
１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 

１３：２０～１５：２０ 
１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 

１３：２０～１５：２０ 
１０月２４日（木） １０月３１日（木） １１月７日（木） 

① ９:００～１２:００ 
②１２:００～１５:００ 

１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 
１１月１４日（木） 

史　学　部 
舞　踊　部 

陶芸部（①班、②班） 

健康科学部 
上記以外の神崎学園 
上記以外の福寿学園 

老人大学専門講座 

１１月９日（土）・１０日（日） 
各学部による展示発表・販売・舞台発表・歌謡クラブ発表会等 

※この公開講座は、どなたでも参加していただけます。 
　どうぞ、お越しください。 

※老人大学祭は、どなたでもご来場いただけます。 
　詳細は、回覧でお知らせします。 

漫才コンビ「ガジカン」 

エムワン 



４ 

　９月２日、町内の男女最高齢者をお祝
い訪問しました。 
　長澤さんは、養護の先生として定年ま
で勤められました。今も毎日、新聞に目
を通されています。 
　高原さんは、若い頃に大病をされてか
ら、６０年間塩分控えめの食養生を続け、
ずっと健康に気を遣ってこられました。 
　今後もますますお健やかに、さらなる
ご長寿をお祈りします。　　　（福祉課） 

長
澤
し
づ
子
さ
ん 

　
　
　
（
大
門
・
１
０
６
歳
） 

高
原
利
幸
さ
ん 

　
　
　
（
西
治
・
１
０
０
歳
） 

第４９回福崎秋まつり と　き　１０月２６日（土）　９：４５～ 開会 
ところ　エルデホール・文化センター・商工会館　他 

　　　　　　９：４５～１４：２０ 

○ステージイベント　○展示即売会 
○自衛隊車両・装備品展示 
○パトカー・消防車の写真撮影会 
○ふれあいミニ動物園　など 

　　　　　　９：４５～１６：３０ 

○公民館クラブ活動展　○郵便局展 
○遠野市特産品の販売　○食育フェア 
○JAふれあいコーナー 
○文化講演会　など 

産 業 祭 文 化 祭 

　柳田國男先生に遠
野の民話を伝えた
佐々木喜善先生のふ
るさと、山口集落の
郷土芸能「山口さん
さ踊り」を披露いた
だきます。 

　上閉伊酒造株式会社
（遠野市）が福崎町産も
ち麦と遠野市産ホップ
を使用して製造したク
ラフトビールです。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 

 

遠野市特産品は、今年も会場で販売します！お楽しみに！ 

時　間　１５：００～（１４：３０開場） 
場　所　エルデホール　メインホール 
講　師　野球解説者　金村義明さん 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

①遠野市郷土芸能「山口さんさ踊り」披露 

②友好１０周年記念「クラフトビール」お披露目 
かみへい 

　１９６３年宝塚市生まれ。報
徳学園高等学校ではエー 
ス・４番打者として活躍。
卒業後ドラフト１位で近鉄
バファローズに入団し「い
てまえ打線」の中核をなす。
現在は、野球評論を中心に
幅広く活躍中。 

金村義明さんプロフィール 

　７月２０日～８月３１日に募集したところ、３００点
以上の応募がありました。厳正なる選考の結果、
以下のとおり最優秀賞１点および優秀賞２点が決
定しました。おめでとうございます。 
※その他の賞や詳細はホームページでご確認くだ
さい。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９１） ←東京都板橋区　松尾藍佳さん 

兵庫県神戸市 
　松井伯斗さん 

兵庫県三木市 
　　三枝　結さん 

優秀賞 優秀賞 最優秀賞 



５ 

巡
回
バ
ス
「
サ
ル
ビ
ア
号
」
の
バ
ス
停
移
動
の
お
知
ら
せ 

１０
月
２６
日（
土
）は
福
崎
秋
ま
つ
り
開
催
の
た
め
、 

バ
ス
停
を
文
化
セ
ン
タ
ー
南
側
へ
移
動
い
た
し
ま
す
。 

西 

東 

文
化
セ
ン
タ
ー 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

臨時バス停 

現バス停 

１０/２６（土）のみ 

第３９回八千種研修センターまつり 

　　　　　　　展示発表　１３：３０～１７：００ 

　■いけ花　　■華道クラブ 

　　　　　　　展示発表（１９日に引き続き）９：３０～１５：００ 

○模擬店（売切れ次第終了）１０：００～１２：００ 

　■たこ焼き　　■焼きそば　　■フランクフルト 

　■アメリカンドッグ　　　　■ケーキ販売 

　■お茶席（八千種っ子）　　■輪投げ 

　■スーパーボールすくい　　■金魚すくい 

○ステージ発表　１３：００～ 

　■少林寺拳法　　■大正琴クラブ（琴伝流） 

　■賀堂流詩吟クラブ　　■リズムダンス　きらり 

　■女声合唱団　ポーコ・ア・ポコ 

　■福崎ひるハーモニー　　■リリレフア（フラダンス） 

○バザー（ステージ発表終了後） 

主催：八千種研修センターまつり実行委員会 

と　き　１０月１９日（土）・２０日（日） 
ところ　八千種研修センター　もちの木会館 

１９日（土） 

２０日（日） 

～コース各種と主なみどころ～ 

■のんびりコース　約８ｋｍ 

　　　　　　　　　　／柳田國男生家・神積寺 

■ファミリーコース　約１２ｋｍ／日光寺山 

■健脚コース　　　　約２０ｋｍ／春日山 

と　　き　１１月２３日（土・祝） 

　　　　　　８：００～受付開始（小雨決行） 

集合場所　田原小学校グラウンド 

参 加 費　３００円 

 

 

 

 

 

 

申込期間　１０月２８日（月）～１１月１９日（火） 

申込方法　電話、ファックス、またはメールで参

加者全員の①氏名、②住所、③年齢、④電話番

号をお知らせください。 

　※未就学児は保護者同伴でご参加ください。 

　　　申込方法は事前申込のみになっています。 

　　　当日申込（受付）はできません。 

申し込み・問い合わせ先 

　　住民生活課　　２２－０５６０（内線３７２・３７３） 

　　　　　　　　ファックス ２２－５９８０ 

　　　　　　　　　arukou@town.fukusaki.lg.jp

〈第35回〉 手
話
で
優
し
い
ま
ち
づ
く
り 

福
崎
町
長 

　
福
崎
町
手
話
言
語
条
例
が
９

月
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
制
定
の
き
っ
か
け

は
昨
年
開
催
し
た
第
１
回
手
話

ダ
ン
ス
甲
子
園
で
す
。 

　
初
め
て
手
話
ダ
ン
ス
を
観
た

と
き
は
、
ア
ー
ト
の
大
き
な

力
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
障
が
い
や
性
別
、
国
籍

な
ど
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
手
話
ダ
ン
ス
に

は
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
貢
献
す
る
力
が
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
先
月
２２
日

に
第
２
回
全
国
手
話
ダ
ン
ス

甲
子
園
決
勝
大
会
を
エ
ル
デ 

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
の
予
選
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
２３
チ
ー
ム
に
よ
る
パ 

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
審
査
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
が
、
あ
ら

た
め
て
手
話
ダ
ン
ス
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
例
で
は
「
手
話
で

日
常
生
活
が
送
れ
る
こ
と
」
、

「
手
話
を
言
語
だ
と
社
会
に

浸
透
す
る
こ
と
」
を
基
本
理

念
と
し
て
３
つ
の
基
本
方
針

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
ろ
う
者
は
も
ち
ろ
ん
、
聞

こ
え
る
人
に
と
っ
て
も
手
話

が
必
要
な
言
語
と
し
て
浸
透

で
き
る
よ
う
に
、
誰
も
に
優

し
い
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

ム ラ コ 長 町 

第５１５回福崎町議会定例会 



　福崎町は、古くから往来が盛んな交通の要衝でし
た。そのため、街道、舟、橋梁、鉄道、人力車、乗
合馬車、バス、高速道路（インターチェンジ）など、
時代をとおしてさまざまな交通機関がみられました。
本展では、新たに発見された資料や残された記録か
ら、交通の変遷を追い、当時の福崎のようすを探り
ます。 
 
 
 
 
開館時間　９：００～１６：３０ 
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日 
問い合わせ先　神崎郡歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

神崎郡歴史民俗資料館　特別展 

会期　１０月１９日（土）～１２月８日（日） 

　福崎町出身で、文化勲章受章者の柳田國男は、大正８年（１９１９）に貴族院書
記官長を退き、翌年から朝日新聞社の客員として全国を調査するための旅路に
つきました。 
　本展では、柳田國男の著作の中から、旅の経験を記した代表的な紀行文であ
る『秋風帖』『雪国の春』『海南小記』を取り上げ、民俗学への転換点となった
大正９年から１０年の「柳田國男の旅」を読み解きます。 
会　　　　場　福崎町立柳田國男・松岡家記念館２階展示室 
開 館 時 間　９：００～１６：３０ 
休　館　日　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日 
問い合わせ先　福崎町立柳田國男・松岡家記念館　　２２－１０００ 

柳田國男・松岡家記念館　秋季企画展 会期　１２月８日（日）まで 開催中 

横渡し舟絵図（部分） 
絵図からは舟が全長 
約１１m、全幅約２ｍの 
大きさであったことが 
わかります。　　　 

柳田國男の旅 ～秋風帖・雪国の春・海南小記～ 柳田國男の旅 ～秋風帖・雪国の春・海南小記～ 柳田國男の旅 ～秋風帖・雪国の春・海南小記～ 

６ 

　給食センターでは、給食を作っているようすを見学
することができます。昨年度はたくさんの園児が見学

に来てくれました。２階にある大きな窓から調理室を見下ろすことができ、大
きな釜でお汁や煮物を作っているようすが見えます。調理員さんが釜に具材を
入れるたびに、「わぁ～、何が入ったんやろう？」「たくさん入ったなぁ！」と
歓声が上がります。出来上がったおかずを食缶に配食する様子を見て、「あの食
缶が自分達の園に届くんだなあ」と、給食を楽しみにする気持ちが高まります。
実際に調理で使用している道具を使って、おかずに見立てた物を食缶に入れる「調
理員さん体験」もします。自分の身長より長くて重いので扱うのは難しいですが、
みんなとても楽しそうです。栄養士から今日の給食についての話もするので、
給食をより身近なものに感じ、感謝して食べようという気持ちへとつながって
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（給食センター） 

食育通信  

歴史民俗資料館　連続講座②のご案内 

　この講座では、令和５

年度日本民俗学会研究奨

励賞受賞者をお招きし「伊

勢大神楽」をテーマにお

話しいただきます。同日

に記念館前広場にて公演

される神楽とともに、お

楽しみください。 

　申込不要。受講料無料。 

演　題　「伊勢大神楽は 

　　　　どのように継続してきたか」 

日　時　１１月９日（土）１４：３０～１６：００ 

講　師　黛　友明さん（香川県立ミュージアム） 

場　所　歴史民俗資料館２階 

問い合わせ先　歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 



　三木家は元文２年（１７３７）
に神東郡　川組の大庄屋になり
ました。村々を統括する大庄屋
の仕事は多岐にわたりますが、
組内を治めるために三木家はど
う奮闘していたのでしょうか。 
　本展では、幕末に至るまで姫
路藩の大庄屋を務め、地域の発
展に大きく貢献した三木家の 
「お仕事」について紹介します。 
会　期　１１月１日（金）～１２月１日（日） 
会　場　三木家住宅　主屋 

■三木家入門講座⑧「姫路藩大庄屋の職務と活動

　－大庄屋三木家を中心に－（仮）」 

　三木家の基礎知識を楽しく学べる入門講座です。

資料から見えてくる姫路藩の大庄屋としての三木

家についてわかりやすく解説いただきます。 

日　時　１１月２日（土）１３：３０～１５：００ 

会　場　三木家住宅　主屋 

講　師　武庫川女子大学准教授　河野未央さん 

 

■三木家資料保存ワークショップ 

　「下張り文書はがし作業」 

　誰でも簡単にできる下張り文書をはがす作業に

チャレンジしてみませんか。 

日　時　１１月２日（土） 

　　　　１０：００～１１：３０ 

会　場　三木家住宅展示場 

　　　　兼収蔵施設 

　　　　（三木家住宅東側） 

対象者　小学校高学年以上 

　　　　（定員１０名程度） 

特別展示 特別展示関連イベント 

６代通明が書いた 
職務日記 

　福崎町特産品「つのな
す」でキツネを作ります。 
 
 

■日時　１１月３日（日・祝）１０：００～１２：００ 
　　　　※時間内ならいつでも参加できます。 
■会場　三木家住宅　主屋 
　　　　※持ってくるものは、ありません。 

三木家 de「つのなす工作」 

申込不要 

要 申 込 

申込不要 

申し込み・問い合わせ先 
　　　　　社会教育課（内線２５６） 

入館無料 

第１１回　柳田國男検定結果報告 
　８月４日に、「第１１回柳田國男検定」を実施
しました。この検定は、柳田國男の功績と改め

て向き合い、理
解を深めていた
だきたいという
願いから生まれ
たものです。 
　表彰式は９月
１日に行い、上
級編最高得点賞
である中井武司
さんには、副賞
として旅行券を
お贈りしました。 

最高得点賞 

【初級編】中井あけみさん 

【中級編】木村霞さん 

【上級編】中井武司さん 

受検者 

合格者 

最高得点賞 

平均点 

１６人 

１３人 

１人 

３９点 

９人 

７人 

１人 

３９点 

※受検者の得点別分布など、詳しくは柳田國男・松岡家記念館 
　ホームページをご覧ください。 

初級編 
（５０点満点） 

中級編 
（５０点満点） 

８人 

２人 

１人 

６２点 

上級編 
（１００点満点） 

受賞者のみなさんと　橋教育長 

　また、学生受検者で初級編最高得点の梶師茉白

さんに奨励賞をお贈りしました。 

７ 



　
『
広
報
ふ
く
さ
き
』
８
月
号
で

は
、
１２
歳
の
松
岡
國
男
少
年
が
初

め
て
経
験
し
た
旅
を
紹
介
し
ま
し

た
。
明
治
２０
年
（
１
８
８
７
）
８

月
、
長
兄
鼎
の
元
に
身
を
寄
せ
る

た
め
に
、
迎
え
に
来
た
井
上
通
泰

と
共
に
北
条
を
発
っ
た
國
男
は
、

人
力
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
明
石

で
海
水
浴
を
楽
し
む
外
国
人
を
目

撃
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
明
石

か
ら
東
京
ま
で
の
旅
路
を
紹
介
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
神
戸
に
着
い
た
ふ
た
り
は
、
神

戸
港
に
面
し
た
、
西
村
旅
館
に
投

宿
し
ま
す
。 

　
幕
末
期
、
開
国
を
迫
ら
れ
た
江

戸
幕
府
は
、
安
政
５
年
（
１
８
５

８
）
に
ア
メ
リ
カ
と
日
米
修
好
通

商
条
約
を
結
び
、
函
館
・
横
浜
・

長
崎
・
新
潟
・
兵
庫
の
５
つ
の
港

を
開
港
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

兵
庫
（
神
戸
）
は
、
他
の
港
よ
り

遅
れ
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
８
）

１２
月
に
開
港
。
以
降
、
国
際
港
湾

都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
明
治
９
年
に
開

業
届
を
出
し
た
の
が
西
村
旅
館
で

し
た
。 

　
西
村
旅
館
は
、
諸
外
国
に
開
か

れ
た
神
戸
に
お
い
て
、
外
国
人
船

客
の
世
話
や
、
輸
出
入
に
関
す
る

税
関
の
手
続
き
な
ど
を
請
け
負
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
客

だ
け
で
な
く
、
国
内
の
政
治
家
・

軍
人
・
文
化
人
な
ど
も
、
こ
の
旅

館
に
止
宿
し
て
い
ま
す
。（
住
田

正
一
『
海
運
千
一
夜
物
語
』
・
西

村
貫
一
『
西
村
旅
館
年
譜
』） 

　
翌
日
、
ふ
た
り
は
メ
リ
ケ
ン
波

止
場
か
ら
「
山
城
丸
」
と
い
う
客

船
に
乗
り
込
み
ま
す
。
初
め
て
大

き
な
船
に
乗
っ
た
國
男
は
大
興
奮
。

そ
の
時
の
様
子
を
、
晩
年
に
な
っ

て
か
ら
「
船
に
乗
り
こ
ん
で
も
、

船
酔
い
ど
こ
ろ
か
す
べ
て
が
珍
し

く
、
よ
く
眠
れ
な
い
ほ
ど
で
、
立

入
禁
止
区
域
に
入
っ
て
は
一
等
船

室
の
西
洋
人
を
の
ぞ
き
見
し
た
り
、

す
べ
て
が
意
外
の
こ
と
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
」（『
故
郷
七
十
年
』「
故

郷
を
離
れ
た
頃
」
）
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

　
ち
な
み
に
、
明
治
２２
年
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
西
村
旅
館
を
含
む
周

辺
の
主
立
っ
た
旅
館
の
宿
泊
料
金

は
、
一
等
・
二
等
・
普
通
に
分
か

れ
、
和
食
を
選
ん
だ
場
合
、
一
等

は
７５
銭
、
普
通
は
３０
銭
で
し
た
。

洋
食
の
料
金
は
和
食
の
約
６
割
増

し
で
す
。
ま
た
、
横
浜
ま
で
の
船

料
は
、
上
等
が
１６
円
、
中
等
が
１０

円
、
下
等
が
４
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
『
山
陽
鉄
道
旅
客
案
内
』

巻
之
一
）。
参
考
ま
で
に
、
明
治

１８
年
の
小
学
校
補
助
員
で
あ
っ
た

操
の
月
給
は
６
円
で
し
た
。
國
男

一
人
を
連
れ
て
行
く
の
に
も
か
な

り
の
出
費
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

　
夜
に
横
浜
に
着
い
た
ふ
た
り
は
、

今
度
は
汽
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

國
男
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
蒸
気

機
関
車
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
こ

ち
ら
に
つ
い
て
は
二
等
車
に
乗
っ

た
こ
と
以
外
は
何
も
語
っ
て
い
ま

せ
ん
。
國
男
が
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
同
じ
車
両
に
乗
っ
て
い
た
子

供
ふ
た
り
と
そ
の
女
中
で
し
た
。

こ
っ
そ
り
と
観
察
し
て
い
る
と
、

女
中
が
子
供
に
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」

を
渡
そ
う
と
し
ま
す
。
初
め
て
聞

く
言
葉
に
興
味
津
々
の
國
男
で
し

た
が
、
そ
れ
は
「
掌
に
一
つ
し
か

乗
っ
か
ら
な
い
よ
う
な
大
き
な
も

の
」
で
し
た
。
明
治
以
降
、
徐
々

に
洋
菓
子
の
輸
入
や
製
造
が
は
じ

ま
り
、
明
治
８
年
に
は
、
東
京
で

国
産
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
製
造
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
よ
う
や
く
通
泰
の
下
宿
に
到
着

し
た
國
男
は
、
翌
朝
早
速
街
の
様

子
を
見
る
た
め
に
外
に
出
ま
し
た
。

そ
し
て
「
い
ま
も
そ
の
本
郷
の
朝

の
景
色
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
当
時
は
電
灯
が
な
く
、
ガ
ス

灯
の
時
代
で
、
脚
立
も
っ
た
人
夫

が
点
灯
し
て
回
る
時
代
で
あ
っ
た
。

い
ま
と
は
ま
る
で
違
っ
た
ガ
ス
灯

が
夜
明
け
の
ひ
っ
そ
り
し
た
街
に

点
っ
て
い
る
当
時
の
光
景
が
、
私

の
東
京
風
景
の
第
一
印
象
で
あ
っ

た
。
」（
『
故
郷
七
十
年
』
「
東
京

の
印
象
」
）
と
い
う
感
想
を
残
し

て
い
ま
す
。 

　
ほ
ん
の
数
日
の
間
に
経
験
し
た
、

　
川
と
も
北
条
と
も
、
全
く
異
な

る
様
々
な
風
物
は
、
國
男
少
年
に

世
界
の
広
さ
を
痛
感
さ
せ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
数
日
を
東

京
で
過
ご
し
た
後
、
國
男
は
布
川

（
現
茨
城
県
北
相
馬
郡
）の
鼎
の

元
に
引
き
取
ら
れ
、
ま
た
、
新
し

い
世
界
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。 

第７８話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
講
師
　
井
上
　
舞

 

松
岡
國
男
少
年
の
旅
② 

か
な
え 

み
ち
や
す 

み
さ
お 

ふ
か
わ 

８ 

明
治
３３
年
頃
の
神
戸
港
（
野
口
保
興
編
『
地

理
写
真
帖
』
内
國
之
部
第
２
帙
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

ガ
ス
灯
の
あ
る
風
景
（
「
日
本
橋
夜
」
小

林
清
親
畫
『
清
親
畫
帖
』
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 



　交通事故や傷害事件などで第三者（加害者）から傷病を受けた場合でも、国保を使って医療を受ける
ことができます。ただし、その場合には「第三者行為による傷病届」の提出が必要です。 
　本来、治療費は加害者が支払うものですが、一時的に国保が立て替え、後から加害者に請求します。 
■届け出に必要なもの 
　・第三者行為による傷病届 
　・事故発生状況報告書・同意書・誓約書 
　・交通事故証明書（コピー） 
　・保険証・本人確認書類（免許証等） 
問い合わせ先 
　ほけん年金課　国保係（内線３５５・３７９） 

交通事故などで病院にかかるときは届け出を 国民健康保険 

　届け出前に加害者から治療費を受け取るなど、示談
を済ませてしまうと、国保が使えなくなる場合がある
ので注意が必要です。示談をする場合は、事前に国保
医療係に連絡し、示談成立の場合は、すみやかに示談
書の写しを提出してください。また、治療が完了・中
止したときは必ずご連絡ください。 

国保が使えなくなる場合があります 

　福祉医療費助成制度とは、医療機関で受診した
時に保険診療の自己負担額（高齢期移行者につい
ては一部負担金を控除した額）を助成するものです。 
■医療の種類 
　①高齢期移行者（６５～６９歳） 
　②（高齢）重度障害者 
　　（身体障害者手帳１・２級、療育手帳A判定、 
　　　精神保健福祉手帳１級所持者） 
　③母子家庭等 
　④乳幼児等（小３以下） 
　⑤こども（小４～高３） 
■対象者 
　＊福崎町に住所がある人 
　＊医療保険等に加入している人 
　　（健康保険証等が必要） 
　＊所得が一定基準を超えない人 
　　（乳幼児等・こどもは所得制限なし） 
　＊各種条件が満たされている人 

福祉医療費助成制度のお知らせ 

　福祉医療の手続きの際には、必ず加入している
医療保険の内容を確認します。１２月２日以降、原
則「健康保険証等」は交付されなくなりますので、
下記の取り扱いとなります。 

 
　健康保険証の利用登録が完了しているマイナン
バーカードをご持参ください。（４桁の暗証番号
が必要です） 
　登録したかどうか分からない人、登録の仕方が
わからない人は、住民生活課で登録等ができます。
登録できていない場合は、加入している保険者か
ら「資格確認証」が交付されますので、資格確認
証を持参してください。 

 
　加入している保険者から「資格確認証」が交付
されますので、資格確認証を持参してください。 

令和６年１２月２日から 
　医療保険の確認方法が変わります 

マイナンバーカードを持っている人 

マイナンバーカードを持っていない人 

問い合わせ先　ほけん年金課　医療年金係（内線３５６） 

　令和６年中の国民年金保険料の納付額を証明する書類（控除証
明書）が、１０月下旬から順次送付されます。 
　国民年金保険料は、社会保険料控除の対象です。控除を受ける
ためには、年末調整や確定申告の際に、この控除証明書（または
領収書）を添付してください。 
　控除の対象となるのは、その年の１月～１２月の間に納付した
保険料です。また、家族の国民年金保険料を納付した場合、納付
した人がその保険料額を申告できます。 
 
 

 
問い合わせ先（再発行の手続きなど）　ねんきん加入者ダイヤル　　０５７０－００３－００４（ナビダイヤル） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０５０から始まる電話でかける場合　　０３－６６３０－２５２５ 

国 民 年 金 ～年末調整・確定申告まで大切に保管を～ 

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されます 

郵送の場合の「控除証明書」の送付時期（※電子送付の場合は郵送より半月程度早く送付されます） 
　■１月１日～９月３０日の間に保険料を納付した人　　　　　　　⇒　１０月下旬～１１月上旬 
　■１０月１日～１２月３１日の間に今年はじめて保険料を納付した人　⇒　令和７年２月上旬 

　控除証明書は、e－Taxで利用できる
電子版の交付も行っています。郵送よ
りも早く受け取ることができ、簡単に
確定申告ができます。マイナポータル
から「ねんきんネット」にログインし、
電子送付希望の登録をすると、マイナ
ポータルの「お知らせ」で電子版を受
け取ることができます（登録をすると
郵送されなくなります）。 

９ 



福崎町 

　
広
報
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
の
委
員
長

で
あ
る
わ
た
し
は
、
あ
る
日
運
営
委

員
会
の
子
に
、 

「
き
ら
め
き
ポ
ス
ト
（
議
題
箱
）
に
、

ぬ
り
絵
が
し
た
い
っ
て
書
い
た
人
が

い
る
み
た
い
だ
か
ら
、
ぬ
り
絵
大
会

を
開
い
て
く
れ
な
い
か
。
」 

と
お
願
い
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
了
解

し
た
。
早
速
参
加
募
集
を
フ
ォ
ー
ム

で
行
っ
た
。
予
定
日
も
決
め
た
。
ぬ

り
絵
も
作
っ
た
し
、
「
ば
っ
ち
り
。
」

と
思
っ
て
い
た
。 

　
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
発
生
。
参

加
人
数
が
百
人
を
こ
え
た
か
ら
だ
。

と
っ
て
も
う
れ
し
い
け
れ
ど
、
一
度

の
昼
休
み
に
一
つ
の
教
室
で
百
人
同

時
に
ぬ
り
絵
な
ん
て
で
き
っ
こ
な
い
。

と
り
あ
え
ず
、
延
期
に
し
た
。
そ
れ

か
ら
も
う
一
度
予
定
を
組
み
直
し
た
。

結
局
五
日
間
に
分
け
て
開
さ
い
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
提
案
で
、
色

え
ん
筆
を
少
し
貸
し
出
す
こ
と
に
し

た
。
今
度
こ
そ
準
備
は
ば
っ
ち
り
だ
。 

　
一
日
目
、
二
年
一
組
。
一
ク
ラ
ス

だ
け
か
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

参
加
人
数
を
均
等
に
分
け
る
た
め
に

や
っ
て
い
る
の
で
仕
方
が
な
い
。
教

室
に
つ
い
て
少
し
待
っ
て
い
る
と
、

十
人
く
ら
い
の
子
が
来
た
。 

　
名
前
を
聞
い
て
受
付
を
す
る
。
受

付
が
終
わ
っ
た
子
か
ら
ぬ
り
絵
を
選

ん
で
も
ら
う
。
も
ち
ろ
ん
ぬ
り
絵
は
、

委
員
会
の
子
た
ち
で
作
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
だ
。
そ
し
て
、
ぬ
り
絵

大
会
開
始
。
準
備
の
か
い
あ
っ
て
、

と
て
も
順
調
に
進
ん
だ
。
人
数
が
増

え
て
き
た
の
で
、
わ
た
し
の
色
え
ん

筆
を
出
し
て
あ
げ
た
。
百
色
を
ゆ
う

に
こ
え
て
い
る
色
え
ん
筆
に
、
二
年

生
の
子
は
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。
み

ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
。
な
ん
だ

か
こ
ち
ら
ま
で
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。

ど
ん
ど
ん
時
間
が
過
ぎ
て
、
終
了
三

分
前
。
名
前
を
書
い
て
提
出
し
て
も

ら
っ
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
す
ば
ら
し

い
作
品
だ
。
一
日
目
は
無
事
終
了
し

た
。 

　
二
日
目
は
用
事
で
行
け
な
か
っ
た
。

と
い
っ
て
も
、
委
員
会
の
中
で
割
り

ふ
り
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
日
は

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
で
は
な

か
っ
た
。 

　
三
日
目
は
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

見
事
に
使
い
こ
な
す
子
が
来
た
。
こ

ん
な
す
て
き
な
作
品
を
み
ん
な
に
見

せ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
後
日
、

委
員
会
の
日
に
、
か
い
て
も
ら
っ
た

ぬ
り
絵
を
、
模
造
紙
に
か
ざ
っ
て
掲

示
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

　
四
日
目
は
、
委
員
会
全
員
で
ぬ
り

絵
大
会
を
行
っ
た
。 

　
五
日
目
。
い
よ
い
よ
最
終
日
。
こ

の
日
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
一
年
生
が

た
く
さ
ん
来
た
。
と
っ
て
も
か
わ
い

く
て
、
い
や
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ぬ

り
絵
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。 

　
私
は
大
満
足
だ
っ
た
。
最
初
に
考

え
て
い
た
も
の
と
全
く
違
う
も
の
に

な
っ
て
い
た
し
、
何
よ
り
初
め
て
す

る
大
会
だ
か
ら
不
安
だ
っ
た
。
で
も
、

こ
こ
ま
で
多
く
の
子
の
笑
顔
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
委
員
会

に
な
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
心
か

ら
思
っ
た
。
次
は
何
を
し
よ
う
か
な
。 
     

　
わ
た
し
は
最
近
、
「
あ
り
が
と 

う
。
」
と
い
う
言
葉
を
一
回
一
回
気

持
ち
を
こ
め
て
言
う
人
に
心
が
ひ
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
ま
ひ
ろ
さ

ん
で
す
。 

　
ま
ひ
ろ
さ
ん
は
、
初
め
て
同
じ
ク

ラ
ス
に
な
っ
て
、
仲
良
く
な
れ
る
か

不
安
で
し
た
。
幼
じ
園
は
同
じ
だ
っ

た
け
ど
、
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
学
期
に
な
っ

て
、
そ
う
じ
当
番
が
同
じ
に
な
り
、

よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ひ
ろ
さ
ん
は
、
そ
の
日
は
自
分
の
役

わ
り
で
は
な
い
の
に
、
バ
ケ
ツ
に
水

を
入
れ
て
じ
ゅ
ん
び
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
が
、 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

と
言
う
と
、 

「
全
然
い
い
よ
。
」 

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
次
の
日
、
そ
う
じ
で
バ
ケ
ツ
に
水

を
入
れ
た
ら
、
ま
ひ
ろ
さ
ん
が
入
れ

る
番
で
も
な
い
の
に
、 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
が
す
ご
く
伝 

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
五
文

字
で
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
人
は
初

め
て
出
会
い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
、
ま
ひ
ろ
さ
ん
は
、
ふ

だ
ん
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
も 

「
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
道
徳
で
、
「
あ
り
が
と
う
上
手 

に
」
と
い
う
勉
強
を
し
ま
し
た
。
主

人
公
の
女
の
人
が
、
旅
行
先
で
出 

会
っ
た
中
学
生
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
、
「
あ
り
が
と
う
。
」
の
大

切
さ
に
気
づ
く
お
話
で
す
。
わ
た
し

は
、
ま
ひ
ろ
さ
ん
が
頭
に
う
か
び
ま

し
た
。
ま
ひ
ろ
さ
ん
は
五
年
二
組
で

「
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

や
っ
て
い
る
と
き
に
も
た
く
さ
ん 

「
あ
り
が
と
う
。
」
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
わ
た
し
は
、
ま
ひ
ろ
さ
ん
に
あ
こ

が
れ
て
「
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
回
数
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
言
葉
に
気
持
ち
を
こ

め
る
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。
配
り

物
を
し
て
く
れ
た
と
き
、
前
の
人
に

プ
リ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
と
き
、
い
ろ

い
ろ
な
と
き
に
「
あ
り
が
と
う
。
」

を
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
わ
た
し
に
と
っ
て
、
「
あ
り
が
と

う
。
」
と
い
う
言
葉
が
特
別
に
な
り

ま
し
た
。
言
い
方
に
よ
っ
て
、
「
相

手
の
受
け
取
り
方
が
変
わ
る
」
不
思

議
な
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い

た
か
ら
で
す
。 

　
今
は
、
「
あ
り
が
と
う
。
」
と
言

わ
れ
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
自

然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
う
と
思
い
ま
す
。
ま
ひ
ろ
さ
ん

と
仲
良
く
な
れ
た
よ
う
に
、
「
あ
り

が
と
う
。
」
は
、
相
手
を
う
れ
し
い

気
持
ち
に
し
て
、
仲
良
く
な
れ
る
き

っ
か
け
を
く
れ
る
言
葉
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち
が
嬉
し

く
な
る
言
葉
を
た
く
さ
ん
送
れ
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
「
あ
り

が
と
う
。
」
だ
け
で
は
な
く
て
も
、

う
れ
し
く
な
る
言
葉
を
も
っ
と
た
く

さ
ん
み
つ
け
て
、
み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
毎
日
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。 

ぬ
り
絵
大
会 

福
崎
小
学
校
６
年（
当
時
） 

石
川
紗
彩 

五
文
字
に
気
持
ち
を
こ
め
て 

田
原
小
学
校
５
年（
当
時
） 

駒
田
百
花 

八千種小学校２年（当時）　今村莉緒 
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生活科学 
センター 
だより 

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
パ
ン
ク
、

バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
り
、
脱
輪
な
ど

が
発
生
し
た
際
、
消
費
者
自
身
で

は
対
処
す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や

修
理
業
者
、
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業

者
と
い
っ
た
専
門
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
イ
ン
タ
ー 

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
業
者
に
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
事
前
に
説
明
の
な

か
っ
た
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ

た
等
の
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
ト
ラ
ブ
ル
に
慣
れ
て
い

な
い
消
費
者
が
あ
わ
て
て
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
、
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
業
者
に
依
頼
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 【
事
例
①
】 

　
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ
て

し
ま
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で 

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
者
を
検
索
し

「
基
本
料
金
２，
２
８
０
円
〜
、

２４
時
間
、
３
６
５
日
対
応
」
と
あ

っ
た
の
で
電
話
を
か
け
依
頼
し
た
。

作
業
は
１０
分
ほ
ど
充
電
し
て
終 

わ
っ
た
が
、
「
作
業
費
」
「
緊
急

対
応
費
」
が
加
算
さ
れ
、
５
万
円

請
求
さ
れ
た
。 

 【
事
例
②
】 

　
夜
間
に
運
転
を
誤
り
、
道
路
横

の
側
溝
に
脱
輪
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

以
前
か
ら
会
員
登
録
し
て
い
る 

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
。
一
番

最
初
に
出
て
い
た
事
業
者
を
そ
の

事
業
者
と
勘
違
い
し
レ
ッ
カ
ー
作

業
を
依
頼
。
作
業
後
２５
万
円
を
請

求
さ
れ
た
。 

 

　
緊
急
事
態
に
直
面
し
て
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
な
っ
た
消
費
者
の
心
理

を
巧
み
に
使
っ
て
顧
客
を
募
る
手

口
で
す
が
、
ス
マ
ホ
で
解
決
方
法

を
調
べ
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

る
若
者
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

【
ア
ド
バ
イ
ス
】 

①
自
動
車
の
故
障
等
が
生
じ
た
場

合
は
、
ま
ず
契
約
し
て
い
る
損
害

保
険
会
社
や
保
険
代
理
店
に
問
い

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
自
動
車
保
険

に
は
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
付
帯
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
日

ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

②
サ
イ
ト
等
の
表
示
や
電
話
で
説

明
さ
れ
た
料
金
を
鵜
呑
み
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
現
場
の

状
況
次
第
で
必
ず
し
も
表
示
や
説

明
ど
お
り
の
料
金
で
依
頼
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
前

に
説
明
の
な
い
費
用
を
請
求
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
契
約
前
に

作
業
内
容
や
料
金
を
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル

料
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

③
請
求
さ
れ
た
金
額
や
作
業
内
容

に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
き
ち

ん
と
し
た
説
明
を
求

め
ま
し
ょ
う
。
事
前

の
説
明
と
異
な
り
作

業
後
の
請
求
が
高
額

に
な
っ
て
い
た
り
、

直
っ
て
い
な
か
っ
た

な
ど
料
金
や
作
業
内

容
に
納
得
で
き
な
い

と
き
は
そ
の
場
で
支

払
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

④
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
と
き
は
す
ぐ
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

     

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
依
頼
し 

た
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ 

ブ
ル
急
増
！ 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
）　
名
坂
心
音 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
）　
五
十
嵐
凛
乃 

大
丈
夫
？
　
心
の
中
も 

　
笑
え
て
る
？ 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

山
口
蓮
叶 

助
け
た
い
　
友
達
の
た
め
に 

　
勇
気
の
一
歩
を 

八
千
種
小
学
校
６
年（
当
時
） 

藤
本
菜
摘 

笑
い
あ
お
う
　
手
と
手
つ
な
い
で 

　
ひ
と
つ
の
輪 

福
崎
東
中
学
校
３
年（
当
時
） 

多
田
颯
希 

一
人
ず
つ
　
ち
が
う
と
こ
ろ
が 

　
す
て
き
だ
ね 

福
崎
小
学
校
３
年（
当
時
）　 

田
中
理
仁 

田原小学校３年（当時）　松岡美空 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

神
崎
郡
消
費
生
活
中
核 

セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

１１ 



令和5年度 

福崎町の がまとまりました 決算 決算 決算 

●　令和5年度　一般会計及び特別会計　決算　● 
（単位：円） 

会　　計　　名 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計  

計 

歳　入　額 

9,153,837,876 

1,900,757,749 

317,147,330 

1,799,688,726 

13,171,431,681

歳　出　額 

9,022,573,082 

1,881,270,559 

310,759,949 

1,757,333,738 

12,971,937,328

差 引 残 額 

131,264,794 

19,487,190 

6,387,381 

42,354,988 

199,494,353

１２ 

歳出総額 
90億 

2,257万円 

議会費 
１億１,５８４万円（１.３％） 

総務費 
９億 
５,４１９万円 
（１０.６％） 

民生費 
２９億 
１,１８７万円 
（３２.３％） 

　教育費 
　１２億 
　１,１０５万円 
　（１３.４％） 

   公債費 
１０億 
７,９０７万円 
 （１２.０％） 

消防費 
３億４,７２７万円（３.８％） 

商工費 
２億１,４３９万円（２.４％） 

土木費 
８億６,８５４万円（９.６％） 

農林水産業費 
４億６,２９３万円（５.１％） 

衛生費 
８億５,７４２万円（９.５％） 

歳入総額 
91億 

5,384万円 

分担金及び負担金 
１億６,５４２万円（１.８％） 

使用料及び手数料 
８,０２２万円（０.９％） 

県支出金 
５億６,７７２万円（６.２％） 

財産収入 
９５０万円（０.１％） 

寄附金 
９,２００万円（１.０％） 

繰入金 
３億７,５７９万円（４.１％） 

繰越金 
１億７,９８８万円（２.０％） 

諸収入 
２億６,０６７万円（２.８％） 

町債 
５億７,４４８万円（６.３％） 

 地方交付税 
 １６億８,７０１万円 
（１８.４％） 

国庫支出金 
　１０億 
　３,４６５万円 
（１１.３％） 

内 訳 

利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
法人事業税交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
環境性能割交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 

１２９万円 
２,３５８万円 
２,５１１万円 
６,７３６万円 
１,３６２万円 
１,４８３万円 
５,０４３万円 
２３９万円 

町税の内訳 

町　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

１２億５２７万円 

１９億５２５万円 

７,４４８万円 

１億５,７２７万円 

地方譲与税　８,２０１万円（０.９％） 

町税 
３３億 
４,２２７万円 
（３６.５％） 

地方消費税交付金 
５億３６１万円（５.５％） 

その他交付金　１億９,８６１万円（２.２％） 



町民１人当たりに使われたお金は482,800円でした 
民生費 

64,804円 

公債費 

155,815円 

教育費 

46,476円 

総務費 

57,741円 

土木費 

45,881円 

衛生費 

51,059円 

農林水産業費 

消防費 

商工費 

議会費 

24,772円 

18,582円 

11,472円 

6,198円 

　令和５年度の一般会計と特別会計の決算がまとまりました。 

　町の予算は、みなさんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などによって運営されてい

ます。この１年間にどのくらいお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせし

ます。 

　令和５年度の一般会計の決算は、歳入総額９１億５,３８３万７,８７６円、歳出総額９０億２,２５７万３,０８２円

で歳入歳出差引額は１億３,１２６万４,７９４円になりますが、ここから令和６年度へ繰り越した事業に

必要な財源２,５９８万７,０００円を差し引いて１億５２７万７,７９４円の実質収支となりました。また、前年

度繰越金を控除し、財政調整基金積立金を加え、財政調整基金取崩額を控除した実質単年度収支は、

２億９,３５２万７,３５５円の赤字となりました。 

　決算は、監査委員による審査と決算審査特別委員会の審査を受け、９月議会で認定されました。 

※町民１人当たりは、令和6年3月31日の総人口18,688人で割ったものです。 

町民１人当たりに納めていただいたお金は178,846円でした 

101,950円 64,494円 8,416円 3,986円 

固定資産税 町民税 町たばこ税 軽自動車税 

町民１人当たりに計算すると… 

第１体育館球技室床張替 第１体育館球技室床張替 

小学校トイレ改修 小学校トイレ改修 

給食費を無償化 給食費を無償化 
福崎歩道橋補修 福崎歩道橋補修 

１３ 

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業 

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業 



（単位：千円） 

令和3年度 

3，271，526 

1，599，833 

794，425 

1，569，774 

587，944 

849，300 

1，040，026 

9，712，828

令和5年度 

3,341,963 

1,687,005 

784,222 

1,040,520 

580,424 

574,480 

1,142,231 

9,150,845

令和4年度 

3,370,210 

1,553,467 

768,161 

1,138,320 

575,185 

513,657 

1,158,123 

9,077,123

項 目  

町 税  

地方交付税 

地方譲与税等 

国庫支出金 

県 支 出 金  

地 方 債  

そ の 他  

歳 入 合 計  

（単位：千円） 

令和4年度 

4,015,371 

1,638,743 

1,260,429 

1,116,199 

850,351 

4,031,517 

1,391,303 

1,757,851 

671,593 

210,770 

8,897,239

令和5年度 

4,079,637 

1,676,066 

1,324,507 

1,079,064 

887,570 

4,052,373 

1,345,345 

1,651,982 

716,562 

338,484 

9,019,580

令和3年度 

4，353，123 

1，688，821 

1，615，634 

1，048，668 

7７７，82７ 

4，281，958 

1，412，398 

1，504，299 

684，436 

680，825 

9，412，908

項　　目 

義 務 的 経 費 

投 資 的 経 費 

その他の経費 

歳　出　合　計 

人　件　費 

物　件　費 

補 助 費 等 

繰　出　金 

そ　の　他 

扶　助　費 

公　債　費 

（
１
）
歳
入
の
推
移 

　
決
算
総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と

も
に
国
・
県
の
施
策
や
投
資
的
事

業
の
状
況
に
よ
り
大
き
く
変
動
し

ま
す
。
令
和
５
年
度
の
歳
入
は
、

町
税
、
国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
、

前
年
度
繰
越
金
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
地
方
交
付
税
、
繰
入
金
、
地

方
債
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
決
算

総
額
は
前
年
比
約
７
３
７
２
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
収
入
項
目
ご
と
に
見
る
と
、
町

税
は
個
人
町
民
税
が
平
均
所
得
の

伸
び
や
納
税
義
務
者
の
増
加
等
に

よ
り
増
収
（
＋
１
４
０
０
万
円
）
、

法
人
町
民
税
は
原
材
料
価
格
の
高

騰
に
伴
う
仕
入
価
格
の
上
昇
の
影

響
な
ど
に
よ
り
減
収
（
△
１
１
０

０
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
で
は
土
地
が
東
部
工

業
団
地
の
区
画
拡
張
及
び
宅
地
化

の
増
加
に
よ
り
増
収
（
＋
２
０
０

万
）、
家
屋
は
据
え
置
き
年
度
の

た
め
新
増
築
家
屋
へ
の
課
税
に
よ

り
増
収
（
＋
１
０
０
０
万
円
）、

償
却
資
産
は
企
業
が
設
備
投
資
を

控
え
た
こ
と
に
よ
り
減
収
（
△
４

４
０
０
万
円
）
と
な
り
、
固
定
資

産
税
全
体
で
は
減
収
（
△
３
２
０

０
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
町
税

全
体
で
は
約
２
８
０
０
万
円
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。 

　
地
方
交
付
税
は
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
を
あ
わ
せ
て
約
１
億

３
４
０
０
万
円
の
増
、
国
庫
支
出

金
は
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

給
付
事
業
費
補
助
金
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
減
等
に
よ
り
約

９
８
０
０
万
円
の
減
、
諸
収
入
は

給
食
費
７
か
月
間
無
償
化
に
よ
る

児
童
生
徒
等
給
食
費
納
付
金
の
減

な
ど
に
よ
り
約
６
４
０
０
万
円
の

減
、
前
年
度
繰
越
金
は
約
８
５
０

０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
は
、

投
資
的
事
業
費
等
に
よ
っ
て
増
減

し
ま
す
。
交
付
税
の
財
源
不
足
分

を
特
例
地
方
債
で
補
填
す
る
臨
時

財
政
対
策
債
は
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
減
少
し
、
令
和
５
年
度
は
約
５

７
０
０
万
円
（
前
年
比
約
△
５
８

０
０
万
円
）
で
し
た
。
な
お
、
臨

時
財
政
対
策
債
を
含
む
地
方
債
の

発
行
額
の
総
額
は
道
路
橋
梁
整
備

事
業
や
水
道
事
業
会
計
出
資
事
業

な
ど
の
起
債
の
増
加
等
に
よ
り
、

約
６
１
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。 

 

（
２
）
歳
出
の
推
移 

　
（
性
質
別
歳
出
） 

　
令
和
５
年
度
の
歳
出
の
決

算
総
額
は
前
年
比
約
１
億
２

２
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
歳
出
項
目
を
そ
の
性

質
別
に
見
る
と
、
義
務
的
経

費
で
は
、
人
件
費
は
会
計
年

度
任
用
職
員
人
件
費
の
増
等

に
よ
り
約
３
７
０
０
万
円
の

増
、
扶
助
費
は
低
所
得
世
帯

支
援
臨
時
給
付
金
の
増
等
に

よ
り
約
６
４
０
０
万
円
の
増
、

公
債
費
は
土
木
整
備
債
、
教

育
債
の
減
な
ど
に
よ
り
約
３

７
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
、

道
路
新
設
改
良
事
業
、
橋
梁

補
修
事
業
、
体
育
館
施
設
補

修
事
業
な
ど
で
約
２
億
８
４
０
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
市
街
地

整
備
推
進
事
業
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

施
設
改
修
事
業
な
ど
で
約
２
億
４

７
０
０
万
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
投
資
的
経
費
全
体
で
は
約
３

７
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
の
減
等
に
よ
り
約
４
６

０
０
万
円
の
減
、
補
助
費
等
は
地

域
活
性
化
商
品
券
事
業
の
減
等
に

よ
り
約
１
億
６
０
０
万
円
の
減
、

繰
出
金
は
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ

り
約
４
５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

Ⅰ．

普
通
会
計
地
方
財
政
状
況
調
査 

　
総
務
省
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
等
）
の
財

政
状
況
を
分
析
し
た
地
方
財
政
状
況
調
査
か
ら
、
こ
の
３
年
間
の
決
算

額
の
推
移
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

１４ 

（単位：億円） 

その他 

地方債 

県支出金 

国庫支出金 

地方譲与税等 

地方交付税 

町税 

R３年度 R４年度 R５年度 
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110

（単位：億円） 

その他 

繰出金 

補助費等 

物件費 

投資的経費 

公債費 

扶助費 

人件費 

R３年度 R４年度 R５年度 

10
20

0

30
40
50
60
70
80
90
100
110



（単位：百万円） 

令和4年度 

10,777 

854 

244 

9,021 

20,896

1,170,335 1,158,085 1,080,265

令和5年度 

10,302 

907 

235 

8,744 

20,188

令和3年度 

11,349 

894 

252 

9,233 

21,728

一　般　会　計　等 

区　　分 

水 道 事 業 会 計 

工 業 用 水 道 会 計 

下 水 道 事 業 会 計 

合　　　　　計 

１人当たり地方債残高（円） 

※各年度末地方債残高／３月３１日現在人口 
 

（単位：百万円） 

令和4年度 

2,592 

1,500 

539 

553

118,923 146,573 125,428

令和5年度 

2,344 

1,268 

523 

553

令和3年度 

2,750 

1,633 

564 

553

区　　分 

基　金　残　高 

１人当たり基金残高（円） 

財政調整基金 

特定目的基金 

定額運用基金 

※各年度末基金残高／３月３１日現在人口 

（
３
）
基
金
残
高
の
推
移 

◆
基
金
の
概
要 

財
政
調
整
基
金 

　
予
測
で
き
な
い
収
入
の
減
少
や
、

支
出
の
増
加
に
備
え
て
積
み
立
て

て
お
く
基
金
で
す
。 

特
定
目
的
基
金 

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
、
農
業
農

村
活
性
化
基
金
、
福
祉
基
金
な
ど
、

特
定
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て

お
く
基
金
で
す
。 

定
額
運
用
基
金 

　
土
地
開
発
基
金
や
用
品
調
達
基

金
な
ど
、
定
額
の
資
金
で
事
業
や

事
務
を
運
営
す
る
基
金
で
す
。 

　
特
定
目
的
基
金
の
う
ち
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
を
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
に
８
８
５
０
万
円
積
み

立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
減
債
基
金

は
令
和
３
年
度
１
億
２
４
６
３
万

円
積
み
立
て
、
令
和
４
年
度
に
６

９
０
０
万
円
取
り
崩
し
、
令
和
５

年
度
に
は
５
５
７
９
万
円
取
り
崩

し
、
２
８
９
９
万
円
積
み
立
て
ま

し
た
。 

　
財
政
調
整
基
金
は
、
令
和
元
年

度
４
２
２
０
万
円
、
令
和
２
年
度

４
９
０
万
円
、
令
和
３
年
度
３
億

２
３
６
０
万
円
積
み
立
て
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
１
億
３
４
１
０

万
円
、
令
和
５
年
度
２
億
３
３
０

０
万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

  

（
４
）
地
方
債
残
高
の
推
移 

　
（
全
会
計
） 

◆
地
方
債
の
概
要 

　
地
方
債
は
公
共
施
設
の
建
設
な

ど
、
一
時
的
に
た
く
さ
ん
の
お
金

が
必
要
な
場
合
に
借
入
す
る
も
の

で
、
次
年
度
以
降
償
還
し
て
い
き

ま
す
。
償
還
に
対
し
て
地
方
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
地
方
債
残
高
が
多
く
な
れ

ば
次
年
度
以
降
の
償
還
金
の
返
済

額
が
多
く
な
り
財
政
を
圧
迫
し
て

い
く
要
因
と
な
り
ま
す
。
一
般
会

計
等
で
は
地
方
債
残
高
が
令
和
元

年
度
ま
で
年
々
増
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
度
以
降
新
規
借

入
の
減
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
は

１
億
６
４
０
０
万
円
の
減
、
令
和

４
年
度
は
５
億
７
２
０
０
万
円
の

減
、
令
和
５
年
度
は
４
億
７
５
０

０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
借
入
額
の
全
額
が
普
通
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策

債
が
地
方
債
残
高
の
約
４
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
公
営
企
業
会
計
で

は
、
下
水
道
事
業
会
計
は
下
水
道

の
整
備
に
よ
り
地
方
債
残
高
が
約

１
１
５
億
６
１
０
０
万
円
ま
で
増

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２５
年

度
か
ら
は
減
少
に
転
じ
、
令
和
５

年
度
は
２
億
７
７
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会

計
は
５
３
０
０
万
円
増
加
、
工
業

用
水
道
事
業
会
計
は
９
０
０
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。 

１５ 

553

523

1,268

553

564

1,633

553

539

1,500

令和3年度 令和4年度 令和5年度 

（単位：百万円） 

定額運用基金 

特定目的基金 

財政調整基金 

3,000

2,500

2,000

0

1,500

1,000

500

8,744

10,302

235

907

9,021

10,777

244

854

9,233

11,349

252

894
工業用水道会計 

下水道事業会計 

水道事業会計 

一般会計等 

（単位：百万円） 

令和3年度 令和4年度 令和5年度 

24,000
22,000
20,000
18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

９月は障害者雇用支援月間 　
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
の
取

り
組
み
と
し
て
、
９
月
１３
日
に

ふ
く
咲
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
事
業

所
に
よ
る
授
産
品
の
販
売
が
行

わ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
次
回

は
１２
月
４
日
に
開
催
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
） 



　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
き
健

全
化
判
断
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
黒
字

決
算
で
あ
り
該
当
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は

１２
・
３
％
、
将
来
負
担
比
率
は
６７

・
４
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
実
質
公
債
費
比
率
は
平

成
２８
年
度
以
降
は
一
部
事
務
組
合

の
地
方
債
の
償
還
が
終
了
し
た
こ

と
や
下
水
道
事
業
の
減
等
に
よ
り

減
少
に
転
じ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
度
に
続
い
て
令
和
５
年
度

も
一
般
会
計
の
地
方
債
の
元
利
償

還
金
が
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
り

前
年
度
よ
り
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率
も
高
岡
幼
児
園
、

田
原
小
学
校
体
育
館
の
建
設
や
福

崎
駅
周
辺
整
備
事
業
等
に
伴
う
借

入
れ
に
よ
り
、
平
成
２６
年
度
以
降

大
き
く
数
値
が
悪
化
、
平
成
２８
年

度
以
降
は
下
水
道
事
業
へ
の
繰
入

見
込
額
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ

り
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
基
準

財
政
需
要
額
算
入
見
込
額
の
減
や

充
当
可
能
基
金
の
減
等
に
よ
り
令

和
４
年
度
に
引
き
続
い
て
増

加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
各
公
営
企
業
会
計
に
お
け

る
「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
決
算

に
お
い
て
資
金
不
足
を
生
じ

た
公
営
企
業
は
な
い
た
め
該

当
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
 

■
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て 

①
実
質
赤
字
比
率 

　
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
（
人
口
、
面
積
等
か
ら

算
定
す
る
当
該
団
体
の
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
）
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
こ
れ

が
生
じ
た
場
合
に
は
赤
字
の

早
期
解
消
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率 

　
公
営
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
（
ま
た
は

資
金
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
こ
れ
が
生
じ

た
場
合
に
は
問
題
の
あ
る
赤
字
会
計

が
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
赤
字
の

早
期
解
消
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

③
実
質
公
債
費
比
率 

　
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
な
ど
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。
こ
の
数
値
は
、
健
全

化
判
断
比
率
と
と
も
に
地
方
債
許
可

基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
１８
％
を

超
え
る
と
起
債
の
許
可
が
必
要
と
な

り
、
２５
％
を
超
え
る
と
一
部
の
起
債

発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。 

④
将
来
負
担
比
率 

　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
負

債
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
ス
ト
ッ
ク

指
標
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、

将
来
こ
れ
ら
の
負
担
額
を
実
際
に
支

払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
の

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。 

 

■
各
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て 

　
各
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ

り
、
経
営
健
全
化
基
準（
２０
％
）以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

Ⅱ．

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
算
定
結
果
に
つ
い
て 

健全化判断比率 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

－ 

－ 

12.3 

67.4

－ 

－ 

－ 

早期健全化基準 
経営健全化基準 

令和5年度 
決算 

14.59 

19.59 

25.0 

350.0

20.00 

20.00 

20.00

財政再生基準 備　　考 

20.00 

30.00 

35.0

 

 

（前年比＋1.1%） 

（前年比＋4.5%） 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

下水道事業会計 

資
金
不
足
比
率 

（単位：％） 

１６ 

　本人通知制度とは、事前に登録することで、住民票の写しや戸籍謄抄本などの証明書を代理人や第
三者に交付した場合に、本人に証明書を交付したことを郵便でお知らせする制度です。 
　この制度により、不正請求の抑止や不正取得の早期発見が期待できます。 
　代理人や第三者から交付請求があった場合に、交付の可否を本人に確認する制度ではありません。 

■福崎町で登録できる人　○福崎町の住民基本台帳に記載されている人及び過去にされていた人 
　　　　　　　　　　　　○福崎町の戸籍に記載されている人及び過去にされていた人 
■登録手続きに必要なもの 
　○本人通知制度事前登録申出書（代理人が申出する場合は委任状が必要です） 
　　※申出書・委任状は窓口にあります（ホームページにも掲載しています）。 
　○本人確認書類 
　　※顔写真つきのものは１点…免許証、個人番号カード、パスポート、障害者手帳など 
　　※顔写真がないものは２点…保険証、医療証、学生証、年金手帳など「氏名と生年月日」または
　　　「氏名と住所」が確認できるものを２点 

問い合わせ先　住民生活課　町民窓口係（内線３７５・３７６） 



　使用済み天ぷら油などの廃食用油は、回収して精
製すればディーゼル自動車の燃料（BDF）として再
利用できます。地球温暖化の防止やごみ減量化のた
め、みなさまのご協力をお願いします。 
回収ボックス設置場所 
JA兵庫西旬彩蔵福崎店、イセダ屋福崎店、ファミ
リーマート福崎南インター店、福崎町役場（正面玄 
関）、八千種研修センター（駐車場内）、文化セン 
ター（生活科学センター北側）、図書館（玄関南側）
※いずれも営業（開庁）時間内のみ 
回収方法 
・使用済み天ぷら油の天かす等はなるべく取り除き、
容器（ペットボトル等）に入れ、しっかり栓をして、
回収ボックスに投入してください。 
・破損の恐れがあるガラス容器等は避けてください。 
・回収の対象は植物油のみです。 
問い合わせ先　住民生活課（内線３７２） 

使用済み天ぷら油の回収にご協力ください 

　福崎町では、本給付金の支給対象となる人
へ令和６年７月２２日（月）に支給確認書を郵送
し、給付金受け取りのための申請書類を受け
付けています。 
　申請には期限がありますので、給付金の受
け取りを希望する人は、お早めに手続きをお
願いします。 
 
 
 
 
　すでにお送りしている支給確認書を紛失さ
れた場合は、税務課までご連絡ください。 
問い合わせ先　税務課（内線３４１、３４４） 

定額減税補足給付金 
受け取りのための申請手続きはお済みですか？ 

令和６年１０月３１日（木） 
（郵送の場合は当日消印有効） 

提出期限 

１７ 

児童手当法の改正により、１０月分（１２月支給分）から　児童手当が拡充されます 

■ 新たに手続きが必要な人 
①中学生以下の児童を養育しておらず、高校生年代のみの児童を養育している人 
②所得が上限限度額以上のため、現在児童手当も特例給付も受給していない人 
③現在、児童手当を受給しており、大学生年代（１８歳の年度末～２２歳の年度末）の児童を含めて３人
以上の児童を養育している人 
※公務員の人は勤務先から児童手当が支給されますので、勤務先にお問い合わせください。 
●申請・届出が必要な人には、１０月初旬までに案内がお手元に届きます。 
●案内や通知が届かない場合は、住民生活課までお問合せください。 

主な変更点 

支給対象 

所得制限 

手当額 

支給月 ６月、１０月、２月 

多子加算の対象年齢 
（児童の数え方） 

改正前 

中学校修了まで（１５歳到達後 
の最初の年度末まで）の児童 
を養育している人 

１８歳到達後の最初の年度末ま 
での児童 

あり 

一律：１５,０００円 ３歳未満 

３歳～小学校修了まで 

一律：１０,０００円 

第１子・第２子：１０,０００円 
第３子以降　　：１５,０００円 

所得が上限限度額以上の人 
支給なし 

所得が制限限度額以上 
上限限度額未満の人　 
一律：５,０００円（特例給付） 

中学生 

第１子・第２子：１５,０００円 
第３子以降　　：３０,０００円 

３歳未満 

高校生年代まで（１８歳到達後の最初の 
年度末まで）の児童を養育している人 

なし 

４月、６月、８月、１０月、１２月、２月 

改正後〈令和６年１０月分以降〉 

３歳～高校生年代 
第１子・第２子：１０,０００円 
第３子以降　　：３０,０００円 

２２歳到達後の最初の年度末までの児童 
（養育している場合に限る） 

問い合わせ先　住民生活課　児童手当担当（内線３７６） 



農業委員会

農業委員会 
だより 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施 

し
ま
し
た 

　
福
崎
町
農
業
委
員
会
で
は
、
８

月
２７
日
・
２８
日
の
２
日
間
、
遊
休

農
地
や
無
断
転
用
の
把
握
・
解
消

に
努
め
る
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
を
行

う
と
、
今
年
度
新
た
に
遊
休
農
地

に
な
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
保
全

管
理
や
営
農
を
再
開
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遊

休
農
地
と
し
て
判
断
さ
れ
た
場
合
、

対
象
と
な
る
所
有
者
等
に
今
後
の

農
地
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
「
利
用

意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま
放
置

す
る
と
、
野
生
動
物
の
隠
れ
家
に

な
っ
た
り
虫
が
発
生
し
た
り
す
る

た
め
、
周
辺
の
農
地
や
住
民
に
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。
草
刈
り
や
耕

起
な
ど
を
行
い
、
い
つ
で
も
耕
作

を
再
開
で
き
る
よ
う
農
地
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
福
崎
町
農
業
委
員
会
） 

１８ 

と　き　令和７（２０２５）年１月１３日（月・祝）　９：４５～（受付９：１５～） 
ところ　福崎町エルデホール 
対象者　平成１６（２００４）年４月２日から平成１７（２００５）年４月１日生まれの人 

　福崎町では、その年度中に２０歳になる人を対象
に、「二十歳のつどい」を開催します。 
　「二十歳のつどい」実行委員会のみなさんによ
る企画等を取り入れ、実り多き１日となるように
していきたいと思います。お誘い合わせのうえ、
ご出席ください。 
◆福崎町に住民票がある対象者には、本年１２月に
ハガキでご案内します。 
◆就職や進学等の都合で福崎町に住民票がない人で、
「二十歳のつどい」に参加を希望する人は、社
会教育課までご連絡ください。 

　二十歳という節目に、普段なかなか言葉にできない
想いを手紙にしてみませんか？手紙は教育委員会で事
前にお預かりし、「二十歳のつどい」参加者、家族や
友人、地域の皆さんへお届けします。 
■募集内容 
①「二十歳のつどい」参加者から家族や友人、地域
のみなさんへの感謝の手紙 
②家族や特に関係の深い人から「二十歳のつどい」
参加者への励ましの手紙 

■応募書式　自由作文 
※手紙本文以外に手紙を贈る人との関係などについ
て、簡潔に記入してください。 

■応募締切　１１月２９日（金） 
■応募方法　氏名（ふりがな）、住所、電話番号、生
年月日、手紙の贈り先の氏名、住所を記入し、左記
の応募先へ直接持参・郵送・ファックス・メールの
いずれかの方法で応募してください。 

「感謝」「励まし」の手紙を募集します 

応募・問い合わせ先 
　福崎町教育委員会　社会教育課　 
　　　　　　　「二十歳のつどい」担当 
　〒６７９－２２８０　神崎郡福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　２２－０５６０（内線２５６）　FAX：２２－０６３０ 
　　syakai@town.fukusaki.lg.jp

　　マイナンバーカード 10月 
　平日の昼間にマイナンバーカードの申請や受
け取りに来庁することが困難な人のために、休
日・夜間の窓口を開設します。 
事前に電話予約をお願いします。 

　マイナンバーカードの申請で、役場にお越しい
ただくことが困難な人を対象に、職員が自宅等へ
お伺いし、写真撮影から申請受付までを行います。 

出張先　個人宅、福祉施設、病院等 
※自宅以外への出張申請を希望する人は、事前に
施設等の了承を得てください。 

予約・問い合わせ先　住民生活課　町民窓口係 
　０７９０－２２－０５６０（内線３７３・３７４） 

開設日の前日（開設日が日曜日の場合は金曜日） 
１７：００までに予約をお願いします。 

【休日・夜間の受付窓口】 

【個人宅等出張申請受付】 

日　　時 
４日（金） 
１１日（金） 
１８日（金） 
２５日（金） 
２７日（日） 

１７：１５～１９：１５ 

９：００～１２：００ 

住民生活課 

場　所 

★平日に電話での予約が難しい人は、メールでお
問い合わせください。 
　　　jumin@town.fukusaki.lg.jp

無 料 



～地域計画の策定後、または令和７年度以降～ 農地の貸借方法が変わります 
■変更の経緯について 
　農業経営基盤強化促進法の改
正により、市町村において令和
７年３月末までに地域計画を策
定することが義務づけられました。 
　地域計画とは、町全域におい
て将来にわたって守るべき農地や、農地の集約化に向けた方針等を明確化した計画に、将来目指すべき農
地の姿を示した目標地図を合わせたものです。 
　地域計画の策定後、または令和７年度から農地の貸借方法が変わりますので、お知らせします。 
■貸借方法について 
　現在は、①農業経営基盤強化促進法による利用権設定、②農地法第３条、③農地中間管理事業のいずれ
かの方法で貸借が可能です。 
　しかし、「地域計画」策定後、または令和７年度以降は農業経営基盤強化促進法による利用権設定はでき
ません。 
①農業経営基盤強化促進法による利用権設定 
　簡単な手続きで農地の貸借ができ、契約の期間が終了すれば農地は土地の所有者へ返還されます。 
　地域計画が策定されるまでに契約する利用権については、契約満了日まで権利設定が継続しますが、
次回更新時からは農業経営基盤強化促進法による利用権設定は出来ません。 
 
 
 
 
 
 
②農地法第３条による貸借 
　農業委員会へ農地法第３条に基づく貸借の許可申請を行います。審査の結果、許可されれば貸借を行
うことができます。 
③農地中間管理事業による貸借 
　　公益社団法人ひょうご農林機構が、農地を貸したい人から借り受けて、受け手に対して貸し付けます。 
 
 
 
 
　現在の農地の受け手の条件は、認定農業者等ですが、地域計画策定後は、受け手（個人・法人）が地域
計画に位置づけられている（※１）必要があります。 
（※１）地域計画の【農業を担う者】に掲載されている人 
　ただし、法人化されていない組織は、（公社）ひょうご農林機構を通した貸借契約ができません。 
　なお、５年以内に法人化を目指す組織は、特定農作業受委託契約を（公社）ひょうご農林機構と結ぶ
ことが可能です。（委託料は発生しません。） 
 
○農地中間管理事業を活用するメリット等 
 
 
 
 
問い合わせ先 
　【農業経営基盤強化促進法による利用権設定・農地法第３条・地域計画に関すること】 
　　　農林振興課　　２２－０５６０（内線３１２～３１４） 
　【農地中間管理事業に関すること】（公社）ひょうご農林機構（姫路農地管理事務所）　　０７９－２８１－９３９６ 

　　【農業経営基盤強化促進法による利用権設定に係る受付締め切り日】 

令和６年１２月２５日（水）（最終受付） 
※地域計画を策定していない場合でも、令和７年度以降は農業経営基盤強化促進法による利用権
設定はできませんのでご注意ください。 

重要 

農地を貸したい人（出し手） 農地を借りたい人（受け手） 

契約の期間が終了すれば農地は土地所有者へ返還
されるので、安心して農地を貸すことが出来ます。 

農地を長期に安定して借り入れることができ、効率的、
安定的な農業経営ができます。 

農地の出し手 
（土地所有者） 

公益社団法人 
ひょうご農林機構 

農地の受け手 
（耕作者） 

貸付 貸付 

１９ 

現在の農地貸借の方法 
地域計画策定後 

または 
R７年度以降 

廃止 

継続 

①農業経営基盤強化促進法による利用権設定 

②農地法第３条 

③農地中間管理事業 



１０月１５日（火）・１１月１９日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室　※託児あり 
専門相談員：大内和惠 
※申し込みは下記の３施設で受け付けます。 

個別相談（１日３組まで） 

☆１０月の製作『ハロウィンガーランド』 
　１０月１７日（木）　製作時間：約２０分 
☆１１月の製作『どんぐり落とし』 
　１１月２１日（木）　製作時間：約２０分 

　材料はこちらで用意します。９：３０～１１：００の都
合のよい時間におこしください。申込不要。 
場　所　にこにこひろば 
対　象　就園前の子どもとその保護者 
定　員　１５人程度 
 
 
 
 
 
※問い合わせはにこにこひろばへ 

　親子で一緒にパラバルーンや絵本、ふれあい
あそびを楽しみましょう。赤ちゃんもご一緒に！ 
 
 
 
 
対　象　就園前の子どもとその保護者 
定　員　各回１０組程度 
申し込み先　おひさまらんど 

日　時 場　所 

２２日（金） 

２６日（火） 

１０：００～ 

１０：００～ 

八千種研修センター 

文化センター（小ホール） 

11月 

　「高熱が出た」「頭を打って出血した」「何か
飲み込んだかも！？」と子育て中は、いろんな
所に「ドキッ！」が潜んでいます。乳幼児に多
い事故やケガとその対処法について学びます。 
　後半は、車両見学をします。おたのしみに！ 
日　時　１１月６日（水）１０：００～１１：００ 
　　　　（９：４０文化センター集合） 
場　所　中播消防署（福崎新） 
※文化センターと消防署の間は町バスで移動
しますので、自家用車で直接消防署へ行く
ことはご遠慮ください。 

講　師　中播消防署員 
申し込み先　ともだちひろば 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレス https://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.lg.jp

　親子あそびで、楽しい時間をすごしましょう。 
日　時　１０月１５日（火）・１１月１９日（火） 
　　　　１０：００～１１：００ 
対　象　令和６年４月２日以降生まれの乳児と保護者 
場所・申し込み先　ともだちひろば 

　ゆったりとしたヨガでお子さんと触れ合い、
かけがえのない時間を過ごしませんか？ 
日　時　１１月７日（木） 
　　　　①９：３０～１０：１５　②１０：３０～１１：１５ 
講　師　ヨガインストラクター　藤井真代さん 
対　象　就園前の子どもとその保護者 
定　員　各回１０組まで 
持ち物　ヨガマットまたはバスタオル、お茶 
場所・申し込み先　にこにこひろば 
※乳幼児親子対象のヨガ講座です。親子共、動
きやすい服装でご参加ください。 

（小雨決行・荒天中止） 

２０ 



　９月７日、さるびあドームで、元オリンピッ

ク選手の小林祐梨子さんに、「走る」の基本を楽

しく教えていただき、運動の大切さを子どもた

ちに伝えていただきました。 

　また、「パリオリンピック」でのエピソードを

交え、参加者と楽しい交流を図りました。 

（第１体育館） 

　パーソナルカラーとは、その人が生まれ持っ
た肌・瞳・髪の色の特徴に調和し、ひとりひと
りの個性を引き立てる色のことです。 
　自分のパーソナルカラーを知り、似合うファ
ッションやメイクを身につけることで自分の個
性や魅力をより引き立てることができるように
なります。ぜひ、ご参加ください。 
日　時　１１月２７日（水）１３:３０～１５:００ 
場　所　福崎町生活科学センター　講義室 
講　師　ＰＩＣＳパーソナルカラーアナリスト 
　　　　　　松本由紀さん 
対　象　福崎町に在住または在勤の人 
申し込み期限　１１月１５日（金）まで 
申し込み・問い合わせ先　生活科学センター 
　　　　　　　　　　（　２２－２９３９／月曜定休） 

２１ 

防犯連絡所が 
決まりました 

　防犯連絡所は、地域住民と福崎防犯協会及び福崎警察署との連絡窓口として、
また地域安全活動の推進拠点として活躍しています。各集落内にある防犯連絡
所は次のとおりです。（委任期間：令和８年３月３１日まで）　　（住民生活課） 

長 目  

中　島 
 

上中島 

西光寺 
 

八反田 

吉　田 

 

西　野 

 

井ノ口 

北　野 
 

 

　　川 

 

 

田　尻 

井 奥 　 功  

牛 尾 俊 秋  

松 岡 宣 幸  

石 野 光 市  

竹 本 繁 夫  

松 岡 詳 典  

松 岡 義 彦  

横 野 晴 作  

藤 井 良 信  

松 井 重 登  

藤 本 和 弘  

姫 田 紀 生  

埴 岡 秀 和  

長谷川　秀　行 

田 　 正 和  

埴 岡 政 秀  

堀　　　節　子 

福 永 末 　  

千 家 敏 昭  

多 田 文 男  

集落 氏　　名 

田 尻  
 

 

大 門  
 

 

加治谷 

亀　坪 

南大貫 
 

東大貫 
 

西大貫 
 

 

余　田 

 

小　倉 
 

　庄　 

松 岡 和 彦  

岡 本 泰 三  

藤 原 宏 三  

牛 尾 利 道  

関　　　良　一 

三 輪 和 幸  

古　田　　　昇 

福 永 三 郎  

谷 岡 克 典  

藤 本 広 明  

牛 尾 雅 一  

井 上 茂 樹  

埴　岡　　　徹 

田 中 一 郎  

松 岡 光 夫  

玉 置 道 雄  

藤 田 茂 一  

　 波 孝 裕  

　 波 正 治  

難 波 靖 通  

集落 氏　　名 

 

 

　庄　 

 

 

鍛冶屋 
 

 

新　町 
 

 

 

馬　田 

 

 

山　崎 
 

 

駅　前 

西 井 俊 彦  

西 井 義 博  

岡 本 健 司  

難　波　　　孝 

西 井 和 俊  

中 塚 保 彦  

白 井 和 弘  

志 水 睦 規  

大 井 克 哉  

森 康  

谷 口 友 一  

津 川 政 廣  

清 水 康 昭  

祖父元　恒　昭 

橋 本 和 正  

山 本 正 樹  

村 上 隆 文  

鷹 野 道 博  

　 松 繁 樹  

小 幡 八 郎  

集落 氏　　名 

駅 前  

 

福 田  
 

 

田　口 

板　坂 
 

　桜　 
 

長　野 

神　谷 

西　谷 

 

 

西　治 

 

 

高　橋 

泉　　　昌　秀 

槙 井 昭 二  

尾 　 幸 忠  

山 下 慎 一  

高 岡 博 美  

豊 國 明 仁  

平　岡　　　護 

鳥 岡 照 義  

　 高 平 記  

柴 　 佳 輝  

大　杉　　　博 

大　野　武二郎 

大　塚　　　聡 

志 水 利 雄  

牛 尾 敏 博  

山 本 欽 也  

高 原 幸 満  

隅 岡 哲 也  

高 瀬 政 見  

集落 氏　　名 



   

　
働
く
こ
と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象

に
、
就
労
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１０
月
２５
日（
金
） 

①
１０
時
〜
　

②
１１
時
〜
　

③
正
午
〜 

※
各
１
名
ず
つ
・
予
約
制 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

対
象
者
　
神
崎
郡
内
に
在
住
の
１５

歳
〜
４９
歳
ま
で
の
人 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー 

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト 申
込
締
切
　
１０
月
２５
日（
金
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ 

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
市
川
町
・

神
河
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
振
興
課 

　
２２
・
０
５
６
０（
内
線
３
９
３
） 

※
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。 
 

   

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。
秘

密
厳
守
。 

日
時
　
①
１１
月
１３
日
（
水
）
〜
１５

日（
金
）、
１８
日（
月
）、
１９
日（
火
） 

い
ず
れ
も
８
時
３０
分
〜
１９
時 

②
１１
月
１６
日（
土
）・
１７
日（
日
） 

い
ず
れ
も
１０
時
〜
１７
時 

専
用
電
話
番
号 

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０ 

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員 

問
い
合
わ
せ
先 

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１
（
代
表
） 

    

　
兵
庫
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
６

年
１０
月
１
日
か
ら
時
間
額
１
０
５

２
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
改

正
前
は
１
０
０
１
円
） 

　
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ 

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

　
０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４ 

 

    

　
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま 

し
ょ
う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部 

　
０
７
８
・
３
６
７
・
０
８
２
０ 

    

　
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
は
、
森

林
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

目
指
す
た
め
の
幅
広
い
知
識
と
実

践
的
な
技
術
を
学
び
、
多
く
の
資

格
が
取
得
で
き
る
、
２
年
制
の
専

門
学
校
で
す
。 

試
験
日
　
１１
月
１
日（
金
） 

　
　
　
　
１０
時
〜
１７
時 

出
願
期
間
　
１０
月
２２
日（
火
）ま
で 

対
象
　
高
校
卒
業
か
ら
４０
歳
以
下

の
人 

試
験
内
容
　
小
論
文
２
題
、
面
接 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
　
教
務
課 

　
０
７
９
０
・
７２
・
２
７
０
０ 

    

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
ひ
と
り

親
等
に
対
し
て
、
離
婚
時
の
養
育

費
の
取
り
決
め
に
か
か
る
費
用
を

支
援
し
ま
す
。 

■
公
正
証
書
作
成
費
等
補
助
金 

支
給
対
象
者
　
公
正
証
書
等
を
作

成
す
る
ひ
と
り
親
等
の
人 

補
助
対
象
経
費
　
養
育
費
の
取
り

決
め
に
要
す
る
公
証
人
手
数
料
等

（
上
限
３
万
円
） 

■
養
育
費
保
証
契
約
補
助
金 

支
給
対
象
者
　
養
育
費
保
証
契
約

を
締
結
す
る
ひ
と
り
親
等
の
人 

補
助
対
象
経
費
　
初
回
保
証
料 

（
上
限
５
万
円
） 

申
し
込
み
先 

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
２
１
４ 

      

　
広
報
ふ
く
さ
き
９
月
号
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
１０
月
２６

日
（
土
）
に
秋
ま
つ
り
会
場
で
実

施
す
る
巡
回
相
談
の
時
間
を
変
更

し
ま
す
。 

変
更
後
　
１０
時
〜
正
午 

  

◎
お
詫
び
と
訂
正 

　
９
月
号
の
「
第
３７
回
写
生
大
会

入
賞
者
」
に
掲
載
し
て
い
た
入
賞

者
（
佳
作
）
の
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
「
川
村

陽
紀
」
さ
ん
で
す
。
こ
こ
に
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

  

     

　
８
月
１７
日
〜
１９
日
、
倉
敷
マ
ス

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

た
「
第
１３
回
倉
敷
国
際
少
年
野
球

大
会
」
で
、
福
崎
町
の
生
徒
が
所

属
す
る
チ
ー
ム
が
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。 

優
　
勝
　
兵
庫
西
ヤ
ン
グ
選
抜 

　
　
　
　
　
岡
凌
空（
福
崎
東
中
） 

              

　
８
月
２４
日
、
第
１
体
育
館
で 

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
動
企
画 

ボ
ッ
チ
ャ
・
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
大 

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
チ

ー
ム
、
８
歳
か
ら
８１
歳
ま
で
、
３７

人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
ボ
ッ
チ
ャ
】 

第
１
位
　
じ
ゅ
げ
む
チ
ー
ム 

ス
ポ
ー
ツ 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
　
出
張
相
談
カ
フ
ェ 

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間 

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た 

養
育
費
履
行
確
保
等
支
援
事

業
に
つ
い
て 

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校 

学
校
推
薦
入
学
試
験
に
つ
い
て 

行
政
相
談
月
間
に
か
か
る
巡
回

相
談
時
間
の
変
更
に
つ
い
て 

ボ
ッ
チ
ャ
・
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル

大
会
の
結
果
に
つ
い
て 

お知らせ 

information

生
徒
の
活
躍 

２２ 

https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/ 

kf１２
/youikuhi.htm

l

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ 

１０
月
は
「
年
次
有
給
休
暇
取

得
促
進
月
間
」
で
す 



第
２
位
　
ひ
だ
ま
り 

第
３
位
　
こ
こ
ん
Ｚ 

【
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
】 

第
１
位
　
Ｆ
Ｃ
マ
ー
ラ
イ
オ
ン 

第
２
位
　
チ
ー
ム
れ
ん 

第
３
位
　
チ
ー
ム
あ
お （

福
祉
課
） 

            

☆
ボ
ッ
チ
ャ
用
具
は
、
貸
出
が
で

き
ま
す
。 

【
貸
出
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】 

■
福
崎
町
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

■
福
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
２３
・
０
３
０
０ 

    

　
自
治
会
で
、
職
場
で
、
友
達
と
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し
ま
せ
ん

か
。 

日
時
　
１１
月
１７
日（
日
） 

※
雨
天
時
は
１１
月
２４
日
（
日
）
に

延
期 

編
成
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
で 

チ
ー
ム
を
編
成
。
条
件
付
選
手
は
、

女
子
ま
た
は
５０
歳
以
上
の
選
手
２

名
以
上
の
出
場
が
必
要
で
す
。 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
料

（
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
）
を
添
え

て
直
接
第
１
体
育
館
へ
。 

申
込
期
限
　
１１
月
１０
日（
日
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

    

　
田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
空
手

道
部
」
で
は
、
空
手
道
１
日
体
験

入
門
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
費
無
料
。 

　
無
理
な
練
習
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１１
月
１７
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１１
時
３０
分
頃 

場
所
　
田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
空

手
道
場
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
隣
） 

服
装
・
持
ち
物
　
体
操
服
、
タ
オ

ル
、
水
筒 

参
加
資
格
　
保
育
園
（
年
長
）
〜

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
（
男
女

問
い
ま
せ
ん
） 

申
込
期
限
　
１１
月
１３
日（
水
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先
　
吉
岡
（
　
０
９

０
・
８
５
７
４
・
７
１
９
６
）、 

内
藤
（
　
０
９
０
・
５
０
９
１
・

４
８
３
２
） 

「
第
６４
回
地
域
職
域
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集 じゅげむチーム　　のみなさん ＦＣマーライオン　　　　　　 

田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
空
手
道
」 

１
日
体
験
入
門
参
加
者
募
集 

課
題
図
書
　

揃
え
寝
て
る
子
　

夏

休
み
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

物
忘
れ
　

増
え
て
傘
寿
や
　

花
茗

荷
　
　
　
　
　
　
大
野
　
宗
範 

 

長
崎
忌
　

悲
し
き
祈
り
　

天
主
堂 

　
　
　
　
　
　
　
鬼
本
　
　
修 

 

迎
え
火
や
　

二
泊
三
日
の
　

御
霊

客
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

草
々
に
　

白
き
花
咲
き
　

秋
近
し 

　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

撫
子
咲
く
　

雨
に
濡
れ
た
る
　

旧

野
路
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

こ
の
家
に
　

嫁
し
て
三
十
年
　

墓

洗
う
　
　
　
　
　
尾
藤
こ
と
よ 

 

名
産
地
　

い
ま
山
形
市
　

水
瓜
買

う
　
　
　
　
　
　
福
島
　
紀
子 

 
被
爆
者
の
　

話
し
聴
き
た
り
　

廣

島
忌
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

俳

句

会 

短

歌

会 

病
み
あ
が
り
下
校
の
子
ら
の
に
ぎ
や
か
な
大
き
な

声
が
良
薬
と
な
す
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
正 

 

梅
雨
明
け
を
待
っ
て
い
た
か
や
蝉
時
雨
儚
い
命
の

は
か
な
さ
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
定
信 

 

デ
イ
ケ
ア
で
パ
ズ
ル
に
挑
戦
お
し
ゃ
べ
り
も
窓
辺

の
あ
じ
さ
い
微
笑
む
ご
と
し
　
　
　
宮
本
美
智
子 
 

梅
酒
少
し
ソ
ー
ダ
で
割
っ
て
飲
め
と
い
う
友
の
贈

物
　
今
夜
星
空
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
　
　
節
子 

 

探
し
い
し
靴
下
片
方
く
ず
籠
よ
り
出
で
き
た
り
し

が
嬉
し
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
惠
美
子 

遠
雷
の
音
響
け
ど
も
雲
流
れ
猛
暑
い
つ
ま
で
ノ
ロ

ノ
ロ
足
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
り
　
と 

 

羅
漢
像
仰
ぎ
つ
つ
ふ
と
気
づ
き
た
り
大
い
な
る
力

に
見
守
ら
れ
い
る
を
　
　
　
　
　
　
小
山
　
　
満 

 

い
つ
見
て
も
独
楽
鼠
の
ご
と
働
れ
い
ま
せ
し
加
世

子
さ
ん
ゆ
っ
く
り
お
休
み
　
　
　
　
久
野
　
　
盈 

 

二
つ
三
つ
車
内
に
浮
遊
す
冠
毛
を
諸
手
で
そ
っ
と

外
へ
追
い
や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
上
月
　
昭
弘 

 

日
の
没
つ
も
か
す
か
残
れ
る
夕
あ
か
り
散
歩
の
足

を
少
し
速
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

こ
ま
ね
ず
み

 

ふ
る 

み

み

と

せ 

の
み
ち

 

み
た
ま 

き
ゃ
く 

２３ 

秋風にゆれるコスモス 



①13:30 
②14:30 
③15:30

１０/１６・１１/６（第１・３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

なやみごと相談 
１０/１６（第３水曜日） 
＊１０：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

人 権 相 談 
１０/１６（第３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

行 政 相 談 
１０/２８（第４月曜日） 
＊１３：３０～　　　 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

心を開く親の会 

母 子 相 談 （随時受付。電話で予約をしてください。）中播磨健康福祉事務所　　０７９－２８１－９２１０ 

各 

種 

相 

談 

２４ 

日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 
 
16 
 

19 
 
 
 

26 
 
 
28 
29 

11/1 
 

2 
 
3 

4 
 
6 
8 
 

9 
 
 

14

 
水 
 

土 
 
 
 

土 
 
 
月 
火 

金 
 

土 
 

日・祝 

月・休 
 
水 
金 
 

土 
 
 

木 

9：00 
14:00 

 
9:00 
11:00 
13:30 
9:45 
10:00 
14:00 
17:00 
10:25 

 

9:00 
 

10:00 
10:00 
10:00 
9:30 

 
11:00 
13:30 

 
10:00 
13:20 
14:30

～１２/８（日） 
要申込・先着８人 
 
～１２/８（日） 
 
～２０日（日） 
 
 
 
～２７日（日） 
要申込 
 
 
 
～４日（月・休） 
要申込 
 
 
要申込 
 
 
～１０日（日） 
要申込 
 
 

要申込 

柳田國男・松岡家記念館 
文化センター 
 
歴史民俗資料館 
図書館 
八千種研修センター 
エルデホール周辺 
エルデホール周辺（秋まつり会場ブース） 
図書館 
神戸医療未来大学 
エルデホール 
 

大庄屋三木家住宅 
 
エルデホール 
三木家住宅展示場兼収蔵施設 
三木家住宅 
田原小学校グラウンド 
福崎東洋ゴルフ倶楽部 
図書館 
文化センター 
エルデホール 
第１体育館 
エルデホール 
歴史民俗資料館 

サルビア会館１階会議室 

柳田國男・松岡家記念館 
社会教育課 
保健センター 
歴史民俗資料館 
図書館 
八千種研修センター 
地域振興課 
総務課 
図書館 
神戸医療未来大学学生課 
社会教育課 
図書館 

社会教育課 
 
FukuFes事務局 
社会教育課 
社会教育課 
第１体育館 
地域振興課 
図書館 
文化センター 
文化センター 
第１体育館 
文化センター 
歴史民俗資料館 

社会教育課 

秋季企画展「柳田國男の旅～秋風帖・雪国の春・海南小記～」 
出張！女性のための働き方セミナー「働き方とマネープラン」 
食育の日 
歴民特別展「福崎の交通変遷」 
おはなし会 
第３９回八千種研修センターまつり 
第４９回福崎秋まつり 
行政相談月間巡回相談 
子ども映画会 
神戸医療未来大学学園祭「第２５回チミモウ寮祭～To～」 
ふくさき女性応援ねっと「健康学セミナー」 
フクちゃん読書の日 

大庄屋三木家住宅特別展「大庄屋のお仕事」 
 
FukuFes. 
三木家住宅資料保存ワークショップ「下張り文書はがし作業」 
三木家de「つのなす工作」 
　田弘道さん指導「ランニング教室」 
ガジロウCUP 
えほんのじかん 
サルビアセミナー（公開講座） 
老人大学祭 
第２回健康セミナー 
老人大学祭記念公演 
歴史民俗資料館　連続講座② 

女性のための出前チャレンジ相談 

（開催中） 

土日祝日のみ 
～１２/１（日） 

第２５回 

学園祭 

１０月２６日（土）１７：００～２０：００ 

打上げ花火、プロジェクションマッピング、妖
怪コンテスト（妖怪コスプレでご参加ください）、
ASOBI（子どもコーナー）、キッチンカー 

１０月２７日（日）１０：００～１７：００ 

ET－KINGライブ、カラーラン、みんなのアト
リエ（お絵描きコーナー）、占いコーナー 

　両日ともに昨年に引き続き、大好評「お化け
屋敷」「ステージ企画」「模擬店」を開催します。 
問い合わせ先　神戸医療未来大学　学生課 
　　　　　　　　　２２－５１２５ 

　日本海と瀬戸内海
を結ぶ播但線鉄道整
備・利用促進協議会
の利用促進部会では
ＪＲ播但線沿線の魅
力を発信し利用促進
を図る取り組みをし
ています。 
　今回は生野銀山へ行ってきました。福崎駅を
出発し寺前駅で乗り継ぎ生野駅へ。生野銀山坑
内はひんやりして気持ちが良く、銀山ボーイズ
との出会いや歴史に触れることができ、ガジロ
ウ大満足！ガジロウさん【公式】Ｘやインスタ
グラムにそのようすを投稿していますので、ぜ
ひのぞいてみてください！　　　（まちづくり課） 

ＪＲ播但線に乗ろう！ 

～To～ 
祭 

エックス 



No.438

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

秋こそ見直したい睡眠 ～「睡眠力」をつけて夏の疲れを回復させましょう!～ 
　・朝起きたら、朝日を浴びて、朝ごはんを食べましょう。 
　・寝る前のスマートフォン、パソコンは控えましょう。手の届かない所に 
　　置きましょう。 

２５ 

大腸がん検診（追加検診）のお知らせ 
１年に１回の早期発見のチャンス！ 

　大腸がんにかかる人は急増しており、働き盛り
の４０歳頃から増えはじめます。早期には自覚症状
がほとんどないので、症状のない健康な時から、
検診を受けることが大切です。今回の追加検診は、
２０歳以上で、今年４月以降に、大腸がん検診を受
けていない人が対象です。この機会に受診を！ 

女性のみなさまは、乳がん検診・子宮頸がん検
診（昨年度受診した人は対象外）とセットで受
けることができます。 

検診法 免疫便潜血反応検査・２日間法 

１３：３０～１５：３０ 

１２月２０日（金）まで 

令和６年１２月６日（金） 
保健センター 

エルデホール 
保健センター 

令和７年１月１７日（金） 
令和７年１月２５日（土） 
令和７年２月１日（土） 

日　程 

受　付 

費　用 

申込期限 

５００円（※ただし、令和７年４月１日
現在の年齢が４１歳・４６歳・５１歳・ 
５６歳・６１歳・６６歳・７１歳・７６歳・ 
８１歳・８６歳の人及び生活保護世帯は
無料です。） 

今年、まだ健診を受けていない人、 
最後の受診のチャンスです！ 

　町ぐるみ健診は、異常を早期に発見し早期治療

に結びつけること、またこれからの健康づくりの

指標としていただくために行っています。 

　６月～７月に実施した健診を受診していなかっ

た人は、ぜひこの機会に受診してください。 

　健診の申込は、９月中旬に配布したちらし「町

ぐるみ健診ご案内」でお申し込みください。 

実施日 

１１月１８日（月） 

１１月２４日（日） 

時間 

８：３０～１１：５０ 

場所 

エルデホール 

保健センター 

　がん等の早期発見のため、大切な節目年齢の人
にクーポン券をお届けし、受診を勧めています。 
　健（検）診が“お得に”受診できるのは、この
機会のみです！！ぜひ、受診してください。 

節目検診・歯科スタート検診の 
無料クーポン券をお持ちの方へ 

申込・問い合わせ先　保健センター　２２－０５６０ 

＜町ぐるみ健診日程＞ 

※申込者に、受診票や検体容器を郵送します。 

福崎町がん患者アピアランスサポート事業 

一時的に着用するもの（ネット含む）。 

（１）外科的治療等による乳房の形の変化に対応するための補整下着 
　　　（下着とともに使用するパッド含む。） 

（２）人工乳房・乳頭（乳房再建術等によって体内に埋め込まれたものを除く） 

区分 要　　　件 
医療用ウィッグ 

乳房補正具 
（（１）および（２）のいずれか） 

補助金額（上限） 
５万円 

１万円 

５万円 

【補助対象補正具と補助金額】※いずれの区分も１人１台に限る。 

区分 
未婚かつ未成年 
未婚かつ成年 

既婚 

所得の要件 
対象補正具を購入した者と生計を一にする親権者全員の所得額の合計が４００万円未満 
対象補正具を購入した者の所得額が４００万円未満 
対象補正具を購入した者及びその配偶者の所得額の合計が４００万円未満 

【所得制限】 

【対象】以下すべてに該当する人 
　１）申請時に福崎町に住民票がある 
　２）がんと診断され、治療中または治療後 
　３）所得制限（下記）を満たす 
　４）過去に県内市町から同種の補助を受けていない 

　福崎町では、抗がん剤や放射線治療などの影響によ
る脱毛や手術療法による乳房切除など、がん治療によ
り外見の変化を受けた人に、医療用ウィッグや乳房補
正下着等の購入費用の一部を助成します。 



２６ 

インフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種のお知らせ 

　６５歳以上の高齢者と、１歳から中学３年生までのお子さんを対象に、当該年度に１回、インフルエンザ
予防接種費用の助成を行います。インフルエンザ予防接種は、インフルエンザにかかる可能性を減らす、
かかっても重症になることを防ぐことが期待されています。予防接種を希望する人は、インフルエンザが
流行する前の１２月中旬ごろまでに接種しましょう。 
　また、新型コロナウイルス予防接種が定期化され、高齢者等を対象に毎年度秋冬に１回公費負担で予防
接種が受けられるようになりました。詳細は下記のとおりです。 

助成期間 

費　　用 

子ども 

インフルエンザ（任意） 

高齢者 

インフルエンザ（定期） 
新型コロナウイルス 
予防接種（定期） 

令和６年１０月１日～令和７年１月３１日 

１歳（接種日年齢）から中学３年生 

２,０００円（上限）を助成、差額を負担。 
ただし生活保護世帯のお子さんは全額 
助成 

１,５００円。ただし住民税 
非課税世帯および生活 
保護世帯は全額助成 

３,０００円。ただし住民税 
非課税世帯および生活 
保護世帯は全額助成 

令和６年１０月１５日 
　　～令和７年１月３１日 

令和６年１０月１５日 
　　～令和７年１月３１日 

対 象 者 

接種方法 

「子どもインフルエンザ予防接種助成金
（代理受領委任払）申請書兼請求書」・
予診票（裏表１枚）を郵送しています。 
①町が指定する医療機関で接種する場合 
　申請書と予診票を提出して接種し、窓
口で本来の接種費用から助成額２,０００円
を差し引いた額を支払ってください。 
②指定する医療機関以外で接種する場合 
　接種費用の全額を支払った後、領収書
等必要書類を添えて保健センターで申請
してください。後日、助成額２，０００円を
口座に振り込みます。 

６５歳以上（接種日年齢）または６０歳以上で心臓等 
に障害を有する人 

１０月中旬、対象者に予診 
票（水色）を郵送します。 

１０月中旬、対象者に予診 
票（黄色）を郵送します。 

①町が指定する医療機関で接種する場合 
　予診票を提出して接種し、窓口で負担金１,５００
円を支払ってください。免除決定通知書をお持
ちの人は医療機関の窓口で提出してください。 
②指定する医療機関以外で接種する場合 
　事前に保健センターで申請してください。依
頼書と予診票で接種し、接種費用の全額を支払
った後、領収書等必要書類を保健センターに提
出してください。後日、接種費用から負担金 
１，５００円を差し引いた額を口座に振り込みます。 

※指定医療機関は案内文書で確認してください。郡内・姫路市内の指定医療機関名はお問い合わせください。 

　今回は近視についてお話してみようと思います。 

　裸眼（眼鏡無し）で近くが見やすく遠くが見にくい

状態の近視ですが、強度になると眼鏡やコンタクト

装用の煩わしさや購入費用もかかりますし、何より

失明につながるような眼の病気が起こりやすくなる

ため、小さなお子さんの居るご家庭ではスマート 

フォンやタブレットにお守りを長時間任せたりせ

ず、屋外で遠くが見れる環境で過ごす時間を持ちた

いものです。 

　それでは強度近視になるとどのような病気になり

やすくなるかというと、正常眼と比較して近視性黄

斑症４１倍・網膜剥離２２倍・緑内障１４倍・白内障５倍と

よく耳にする病気に罹患しやすくなります。 

　お子さんの眼の将来を真剣に考えてあげてください。

強度近視の眼は多くの場合、４０歳頃を過ぎると眼球の後

方が変形突出する後部ぶどう腫と呼ばれる状態になり、

光を感じる網膜神経線維も含め引き延ばされ、眼球の神

経の出入り口の変形が起こり、神経線維のダメージのた

めに視野が欠けていく近視性視神経症になることがあり

ます。強度近視になって良いことなどありません。成長

期のお子さんの眼を守れるのはご家族の皆さんだけで

す。再度ご家庭で普段の読書・動画視聴の時間や姿勢、

照明環境など話

し合って頂く機

会になれば幸い

です。 

町のせんせい『健康ひとことコラム』 

『よくある近視』 

第６２回 

たかやす眼科クリニック　　安紀之　先生 



保健センターだより 

２７ 

　１８歳未満の子どもを、家庭に戻るま
での間や自立するまでの間、養育する
里親です。期間は１年未満の場合もあ
れば、それ以上の長期の場合もあります。 

　家庭のあたたかさを知らない子どもたち。それぞれの事情で家族と離れ離れに暮らす子どもたちを自分
の家に迎え入れ、さまざまなサポートを受けながら養育するのが「里親制度」です。家庭での生活を通じて、
特定の大人との愛着関係のなかで養育を行うことにより、子どもの健全な育成をはかります。 

出前講座も開催しています　 
　住民の人を対象に、制度についての出前講座を開
催しています。現在里親をしている人の話も聞くこ
とができます。 

里親相談会を開催します　 
○第１回　１０月２７日（日）１０：００～１４：００ 
　　　　　姫路駅北にぎわい交流広場地下通路 
○第２回　１０月２８日（月）１０：００～１４：００ 
　　　　　姫路駅北にぎわい交流広場地下通路 
○第３回　１０月２９日（火）１０：００～１４：００ 
　　　　　イオン山崎店２階セントラルコート 

里親に関心のある人、ぜひおこし下さい！ 
予約不要・無料です。　　　　　　　　　 

★さまざまな迎え入れ方があります！ 

★子どもを迎え入れるまでの４ステップ 

養育里親 
　養子縁組によって子ども
と法的な親子関係を結ぶこ
とを前提として養育する里
親です。 

養子縁組里親 
　週末や長期休暇などに、数
日から１週間ほど子どもを家
に迎え入れる里親です。 

季節・週末里親 

１ １ 相談 

　姫路こども家庭
センター（児童相談
所）や里親支援機関
に相談する。里親
の条件や手続きな
どを説明します。 

22 研修・ 
家庭訪問 

　児童養護施設や
乳児院などでの実習
を含む数日間の研修 
と、家庭環境の調
査があります。 

33 登録 

　審査を経て、兵
庫県知事から里親と
して登録されます。 

44 交流 

　面会や数時間の
外出、宿泊などで、
子どもたちと一緒に
過ごします。 

迎
え
入
れ 

【問い合わせ先】 
兵庫県姫路子ども家庭センター 
　　　　　　　　　　　０７９－２９７－１２６１ 
保健センター（ふくさきっこステーション） 
　　　　　　　　　　　２２－０５６０（内線３６２） 

　今年の講演会のテーマは『安心・安全・健康
に暮らすポイントおしえます！』です。 
　神崎郡の医療・介護の専門職のみなさんが出
演し、寸劇を行います。参加無料。申込不要。
手話通訳もあります。 
日　時　１１月１６日（土）１３：３０～１５：３０ 
場　所　市川町文化センター　ひまわりホール 
問い合わせ先　地域包括支援センター（内線３５８） 

神崎郡在宅医療・介護連携支援センター主催 

地域で考える医療と介護の講演会 
～いつまでも地域で健康に暮らしつづけるために～ 

内　　容 対　　象 受付時間 日（曜） 

一般健康相談 

母子健康手帳交付 

すくすく相談 
 

3か月児健診  

4か月児健診  

7か月児のまんまクラブ 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

3 歳 児 健 診  

一 般 希 望 者  

妊 婦  

乳 児 希 望 者  

幼 児 希 望 者  

R６.７月生の乳児 

R６.６月生の乳児 

R６.３月生の乳児 

R５.１２月生の乳児 

R５.１０月生の乳児 

R３.６・７月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

７日（月） 

月～土 

７日（月） 
 

２３日（水） 

２２日（火） 

９日（水） 

２３日（水） 

７日（月） 

１６日（水） 

保健センター10月定例行事予定 
（場所）保健センター 

１０月２８日（月）１３：３０～１６：００ 

福崎町役場 

献 血 日 程 
同時開催！ 

血管年齢 
測定会　等 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 
役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 

この広報紙は再生紙を使っています。 
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第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
駅前観光交流センター 
　川観光交流センター 
企 業 会 館  

町民のうごき 

令和６年８月末現在 

８，１１５世帯 
 

９，０２９人　 

９人　 

人　口 
（前月比　＋１０人） 

女 

死　亡 

１８，６５５人 
 

９，６２６人 

１４人 

 

世帯数 
（前月比　＋９世帯） 

男 

出　生 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
パ
ラ
フ
ァ
ン
ク
協
会
と

共
催
し
、
９
月
２２
日
に
第
２
回
全
国
手
話
ダ

ン
ス
甲
子
園
決
勝
大
会
を
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。 

　
全
国
７
地
区
で
開
催
し
た
予
選
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
２３
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
会
場
は
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
と
と
も
に
、
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
全
国
に

発
信
し
ま
し
た
。
（
地
域
振
興
課
・
福
祉
課
） 

優　勝　@home（兵庫県） 
第２位　RAYVEL（東京都、神奈川県） 
第３位　ユメドオリ（兵庫県） 
ダンスパフォーマンス賞　JEWELYBOX（神奈川県） 
アートパフォーマンス賞　Sign（広島県） 
ダイバーシティ賞　flowers（広島県） 
メッセージ賞　ZIGGY.B（兵庫県） 
審査員特別賞（ガジロウ賞）　Miracrew（兵庫県） 

アットホーム 

レイベル 

ゆめどおり 

じゅえりーぼっくす 

サイン 

フラワーズ 

ジギービー 

ミラクル― 

優勝　＠home


